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「『出雲国風土記』と松江のヒストリー」は、全般の解説を行う「本文」、『出雲国風土

記』の項目一つ一つを詳しく説明する「詳細説明」、『出雲国風土記』にかかわる随筆

の「エッセイ集」、内容を深掘りして記す「コラム集」からなります。

執筆は以下の者があたっており、それぞれ表紙と奥書に執筆者を示しています。

職名は令和７年度末のものです。

● 野村 　律夫（島根大学／島根半島・宍道湖中海ジオパーク・専門員）
● 三代 　隆司（四十二浦めぐり事務局長）
● 森田 喜久男（淑徳大学文学部教授）
● 丹羽野 　裕（松江市文化スポーツ部文化財総合コーディネーター）

全体の編集は、事務局（松江市文化スポーツ部文化財課、松江城・史料調査課）と松

江市文化財保存活用地域計画協議会の監修のもと、丹羽野裕が行いました。

本編の読み下し編は『松江市史　資料編３　古代・中世Ⅰ』を引用したうえで、一部表

記を変更しています。

出典を明示していない写真等は松江市が撮影・作成したものです。、出典を明示

すれば利用は自由です。

他機関の出版物等や先行研究を参照した場合には出典を明記しています。二次

利用はできません。

令和８年３月31日現在での、このヒストリーの構成は次のとおりです。

令和８年３月31日現在でインターネット上に公開しているのは全体の一部です。今

後、整ったものから順次公開していきます。
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例『出雲国風土記』と松江のヒストリーの構成



『
出
雲
国
風
土
記
』　
読
み
下
し

巻
首

１
．
国
の
大
体

出
雲
国
風
土
記

国
の
大
体
（
お
お
か
た
）
は
、
震
（
ひ
が
し
）
を
首
（
は
じ
め
）
と

し
、
坤
（
に
し
み
な
み
）
を
尾
（
お
わ
り
）
と
す
。
東
と
南
と
は
山

に
し
て
、
西
と
北
と
は
海
に
属
（
つ
）
け
り
。
東
西
（
ひ
の
た
て
）

一
百
三
十
七
里
一
十
九
歩
、
南
北
（
ひ
の
よ
こ
）
一
百
八
十
二
里

一
百
九
十
三
歩
。

２
．
編
纂
の
方
針

老
（
お
き
な
）、
枝
葉
（
こ
と
の
は
し
）
を
細
認
し
、
詞
源
（
な
の

も
と
）
を
裁
定
す
。
ま
た
、山
野
浜
浦
の
処
、鳥
獣
の
棲
（
す
み
か
）、

魚
貝
海
菜
の
類
、良
（
ま
こ
と
に
）
繁
多
（
さ
わ
）
に
し
て
、悉
（
こ

と
ご
と
く
）
に
は
陳
べ
ず
。
然
（
し
か
）
は
あ
れ
ど
止
む
こ
と
を
獲

（
え
）
ざ
る
は
、
粗
（
ほ
ぼ
）
梗
概
を
挙
げ
て
、
も
っ
て
記
の
趣
（
か

た
ち
）
を
成
し
つ
。

　３
．
国
号
の
由
来

出
雲
と
号
（
な
づ
）
く
る
所
以
（
ゆ
え
）
は
、八
束
水
臣
津
野
命
（
や

つ
か
み
ず
お
み
つ
ぬ
の
み
こ
と
）
詔
（
の
）
り
た
ま
ひ
し
く
、「
八

雲
立
つ
」
と
詔
り
た
ま
ひ
き
。
故
（
か
れ
）、八
雲
立
つ
出
雲
と
云
ふ
。

　

４
．
国
内
の
神
社
の
数

合
は
せ
て
神
社
（
か
み
の
や
し
ろ
）
三
百
九
十
九
所
（
と
こ
ろ
）。

一
百
八
十
四
所
、
神
祇
官
（
じ
ん
ぎ
か
ん
）
に
あ
り
。

二
百
一
十
五
所
、
神
祇
官
に
あ
ら
ず
。

　５
．
国
内
の
郡
郷
里
の
数

九
郡
（
こ
お
り
）。
郷
（
さ
と
）
六
十
二
。
里
（
こ
ざ
と
）

一
百
七
十
九
。
余
戸
（
あ
ま
り
べ
）
四
。
駅
家
（
う
ま
や
）
六
。
神

戸
（
か
ん
べ
）
七
。
里
（
こ
ざ
と
）
一
十
。

意
宇
郡（
お
う
の
こ
り
）。郷
一
十
一
。里
三
十
三
。余
戸
一
。駅
家
三
。

神
戸
三
。
里
一
十
。

島
根
郡（
し
ま
ね
の
こ
お
り
）。郷
八
。里
二
十
四
。余
戸
一
。駅
家
一
。

秋
鹿
郡（
あ
い
か
の
こ
お
り
）。郷
四
。里
一
十
二
。神
戸
一
。里
な
り
。

楯
縫
郡
（
た
て
ぬ
い
の
こ
お
り
）。
郷
四
。
里
一
十
二
。
余
戸
一
。

神
戸
一
。
里
な
り
。

出
雲
郡（
い
ず
も
の
こ
お
り
）。
郷
八
。
里
二
十
三
。
神
戸
一
。
里
二
。

神
門
郡（
か
ん
ど
の
こ
お
り
）。郷
八
。里
二
十
二
。余
戸
一
。駅
家
二
。

神
戸
一
。
里
な
り
。

飯
石
郡
（
い
い
し
の
こ
お
り
）。
郷
七
。
里
一
十
九
。

仁
多
郡
（
に
た
の
こ
お
り
）。
郷
四
。
里
一
十
二
。

大
原
郡
（
お
お
は
ら
の
こ
お
り
）。
郷
八
。
里
二
十
四
。

右
の
件
（
く
だ
り
）
の
郷
の
字
は
、
霊
亀
（
れ
い
き
）
元
年
の
式
に

依
り
て
、
里
を
改
め
て
郷
と
為
せ
り
。
其
の
郷
の
名
の
字
は
、
神
亀

（
じ
ん
き
）
三
年
の
民
部
省
（
み
ん
ぶ
し
ょ
う
）
の
口
宣
（
く
せ
ん
）



を
被
（
か
が
ふ
）
り
て
之
を
改
む
。

６
．
意
宇
郡
の
郷
・
里
・
余
戸
・
駅
・
神
戸

意
宇
郡
（
お
う
の
こ
お
り
）　
合
は
せ
て
郷
（
さ
と
）
一
十
一
、
里

（
こ
ざ
と
）
三
十
三
。
余
戸
（
あ
ま
り
べ
）
一
、駅
家
（
う
ま
や
）
三
、

神
戸
（
か
ん
べ
）
三
。
里
六
。
　

母
理
郷
（
も
り
の
さ
と
）。
本
の
字
は
文
理
。
　

屋
代
郷
（
や
し
ろ
の
さ
と
）。
本
の
字
は
社
。
　

楯
縫
郷
（
た
て
ぬ
い
の
さ
と
）。
今
も
前
（
さ
き
）
に
依
り
て
用
ゐ
る
。

安
来
郷
（
や
す
き
の
さ
と
）。
今
も
前
に
依
り
て
用
ゐ
る
。
　

山
国
郷
（
や
ま
く
に
の
さ
と
）。
今
も
前
に
依
り
て
用
ゐ
る
。
　

飯
梨
郷
（
い
い
な
し
の
さ
と
）。
本
の
字
は
云
成
。
　

舎
人
郷
（
と
ね
り
の
さ
と
）。
今
も
前
に
依
り
て
用
ゐ
る
。
　

大
草
郷
（
お
お
く
さ
の
さ
と
）。
今
も
前
に
依
り
て
用
ゐ
る
。
　

山
代
郷
（
や
ま
し
ろ
の
さ
と
）。
今
も
前
に
依
り
て
用
ゐ
る
。
　

拝
志
郷
（
は
や
し
の
さ
と
）。
本
の
字
は
林
。
　

宍
道
郷
（
し
し
じ
の
さ
と
）。
今
も
前
に
依
り
て
用
ゐ
る
。
　
　

以
上
一
十
一
、
郷
別
に
里
三
。
　

余
戸
里
（
あ
ま
り
べ
の
さ
と
）。
　

野
城
駅
家
（
の
ぎ
の
う
ま
や
）。
　

黒
田
駅
家
（
く
ろ
だ
の
う
ま
や
）。
　

宍
道
駅
家
（
し
し
じ
の
う
ま
や
）。
　

出
雲
神
戸
（
い
ず
も
の
か
ん
べ
）。
　

賀
茂
神
戸
（
か
も
の
か
ん
べ
）。
　

忌
部
神
戸
（
い
ん
べ
の
か
ん
べ
）。

７
．
意
宇
郡
の
地
名
の
由
来
（
国
引
き
）

意
宇
（
お
う
）
と
号
（
な
づ
）
く
る
所
以
（
ゆ
え
）
は
、国
引
き
坐
（
ま
）

し
し
八
束
水
臣
津
野
命
（
や
つ
か
み
づ
お
み
つ
ぬ
の
み
こ
と
）、
詔

（
の
）
り
た
ま
ひ
し
く
、「
八
雲
立
つ
出
雲
の
国
は
、
狭
布
（
さ
ぬ
の
）

の
堆
（
つ
も
）
れ
る
国
な
る
か
も
。
初
国
（
は
つ
く
に
）
小
く
作
ら

せ
り
。
故
（
か
れ
）、作
り
縫
（
ぬ
）
は
な
」
と
詔
り
た
ま
ひ
て
、「
栲

衾
志
羅
紀
（
た
く
ぶ
す
ま
し
ら
き
）
の
三
埼
（
み
さ
き
）
を
、
国
の

余
（
あ
ま
り
）
あ
り
や
と
見
れ
ば
、国
の
余
あ
り
」
と
詔
り
た
ま
ひ
て
、

童
女
（
お
と
め
）
の
胸
鉏
（
む
な
す
き
）
取
ら
し
て
、大
魚
の
支
太
（
き

だ
　
鰓
） 

衝
（
つ
）
き
刎
（
き
）
ね
て
、
波
多
須
々
支
（
は
た
す
す

き
　
幡
薄
）
穂
振
り
刎
ね
て
、三
身
（
み
つ
み
）
の
綱
打
ち
挂
（
か
）

け
て
、
霜
黒
葛
（
し
も
つ
づ
ら
）
闇
耶
闇
耶
（
く
る
や
く
る
や
　
繰

る
や
繰
る
や
）
に
、
河
船
の
毛
曽
毛
曽
呂
（
も
そ
ろ
も
そ
ろ
）
に
、

「
国
来
（
く
に
こ
）、
国
来
」
と
引
き
来
縫
へ
る
国
は
、
去
豆
（
こ
づ
）

の
折
絶
（
お
り
た
え
）
よ
り
し
て
、
八
穂
米
（
や
ほ
し
ね
）
支
豆
支

（
き
づ
き
　
杵
築
）
の
御
埼
（
み
さ
き
）
な
り
。
か
く
て
堅
め
立
て

し
加
志
（
か
し
　
杭
）
は
、
石
見
国
（
い
わ
み
の
く
に
）
と
出
雲
国

（
い
ず
も
の
く
に
）
と
の
堺
な
る
、名
は
佐
比
売
山
（
さ
ひ
め
や
ま
）、

こ
れ
な
り
。
ま
た
、
持
ち
引
け
る
綱
は
、
薗
（
そ
の
）
の
長
浜
、
こ

れ
な
り
。
ま
た
、「
北
門
（
き
た
と
）
の
佐
伎
国
（
さ
き
の
く
に
）
を
、

国
の
余
あ
り
や
と
見
れ
ば
、
国
の
余
あ
り
」
と
詔
り
た
ま
ひ
て
、
童

女
の
胸
鉏
取
ら
し
て
、
大
魚
の
支
太
衝
き
刎
ね
て
、
波
多
須
々
支
穂

振
り
刎
ね
て
、
三
身
の
綱
打
ち
挂
け
て
、
霜
黒
葛
闇
耶
闇
耶
に
、
河



三
十
九
里
一
百
九
十
歩
な
り
。
所
造
天
下
大
神
（
あ
め
の
し
た
つ
く

ら
し
し
お
お
か
み
）
大
穴
持
命
（
お
お
あ
な
も
ち
の
み
こ
と
）、
越

八
口
（
こ
し
の
や
く
ち
）
を
平
（
こ
と
む
）
け
賜
ひ
て
還
り
坐
（
ま
）

し
し
時
、
長
江
山
（
な
が
え
や
ま
）
に
来
坐
し
て
詔
（
の
）
り
た
ま

ひ
し
く
、「
我
が
造
り
坐
し
て
命
（
う
し
は
）
く
国
は
、
皇
御
孫
命

（
す
め
み
ま
の
み
こ
と
）、平
世
（
や
す
く
に
）
と
知
ら
せ
と
依
（
よ
）

さ
し
奉
（
ま
つ
）
り
。
但
（
た
だ
し
）、
八
雲
立
つ
出
雲
国
は
、
我

が
静
ま
り
坐
さ
む
国
と
、
青
垣
山
廻
ら
し
賜
ひ
て
、
玉
（
た
ま
）
と

珍
（
め
）
で
直
（
た
だ
）
し
賜
ひ
て
、
守
り
ま
さ
む
」
と
詔
り
た
ま

ひ
き
。
故
（
か
れ
）、
文
理
（
も
り
）
と
云
ふ
。
神
亀
三
年
に
、
字

を
母
理
と
改
む
。
　

９
．
意
宇
郡　

屋
代
郷

屋
代
郷
（
や
し
ろ
の
さ
と
）。
郡
家
（
こ
お
り
の
み
や
け
）
の
正
東
（

ま
ひ
が
し
）
三
十
九
里
一
百
二
十
歩
な
り
。
天
乃
夫
比
命
（
あ
め
の

ふ
ひ
の
み
こ
と
）
の
御
伴
に
天
降
り
来
ま
し
し
、
社
印
支
等
（
や
し

ろ
の
い
き
ら
）
が
遠
神
（
と
お
つ
か
み
）、
天
津
子
命
（
あ
ま
つ
こ

の
み
こ
と
）
詔
（
の
）
り
た
ま
ひ
し
く
、「
吾
が
浄
（
き
よ
）
ま
は

り
坐
（
い
ま
）
さ
む
と
志
す
社
（
や
し
ろ
）」
と
詔
り
た
ま
ひ
き
。

故
（
か
れ
）、
社
と
云
ふ
。
神
亀
三
年
に
字
を
屋
代
と
改
む
。

　１
０
．
意
宇
郡　

楯
縫
郷
条

楯
縫
郷
（
た
て
ぬ
い
の
さ
と
）。
郡
家
（
こ
お
り
の
み
や
け
）
の
東

北
三
十
二
里
一
百
八
十
歩
な
り
。
布
都
怒
志
命
（
ふ
つ
ぬ
し
の
み
こ

と
）、天
石
楯
（
あ
め
い
わ
た
て
）
縫
ひ
直
し
給
ひ
き
。
故
（
か
れ
）、

船
の
毛
曽
呂
毛
曽
呂
に
、「
国
来
、
国
来
」
と
引
き
来
縫
へ
る
国
は
、

多
久
（
た
く
）
の
折
絶
（
お
り
た
え
）
よ
り
し
て
、
狭
田
国
（
さ
だ

の
く
に
）、こ
れ
な
り
。
ま
た
、「
北
門
（
き
た
ど
）
の
良
波
（
え
な
み
）

の
国
を
、
国
の
余
あ
り
や
と
見
れ
ば
、
国
の
余
あ
り
」
と
詔
り
た
ま

ひ
て
、
童
女
の
胸
鉏
取
ら
し
て
、
大
魚
の
支
太
衝
き
刎
ね
て
、
波
多

須
々
支
穂
振
り
刎
ね
て
、
三
身
の
綱
打
ち
挂
け
て
、
霜
黒
葛
闇
耶
闇

耶
に
、
河
船
の
毛
曽
呂
毛
曽
呂
に
、「
国
来
、
国
来
」
と
引
き
来
縫

へ
る
国
は
、
宇
波
（
う
わ
）
の
折
絶
（
お
り
た
え
）
よ
り
し
て
、
闇

見
国
（
く
ら
み
の
く
に
）、
こ
れ
な
り
。
ま
た
、「
高
志
（
こ
し
）
の

都
都
（
つ
つ
）
の
三
埼
（
み
さ
き
）
を
、国
の
余
あ
り
や
と
見
れ
ば
、

国
の
余
あ
り
」
と
詔
り
た
ま
ひ
て
、
童
女
の
胸
鉏
取
ら
し
て
、
大
魚

の
支
太
衝
き
刎
ね
て
、
波
多
須
々
支
穂
振
り
刎
ね
て
、
三
身
の
綱
打

ち
挂
け
て
、
霜
黒
葛
闇
耶
闇
耶
に
、
河
船
の
毛
曽
呂
毛
曽
呂
に
、「
国

来
、
国
来
」
と
引
き
来
縫
へ
る
国
は
、
三
穂
埼
（
み
ほ
の
さ
き
）
な

り
。
持
ち
引
け
る
綱
は
、夜
見
島
（
よ
み
の
し
ま
）
な
り
。
固
堅
（
か

た
）
め
立
て
し
加
志
（
か
し
）
は
、
伯
耆
国
（
ほ
う
き
の
く
に
）
な

る
火
神
岳（
ひ
の
か
み
の
た
け
）、こ
れ
な
り
。「
今
は
国
引
き
訖（
お
）

へ
つ
」
と
詔
り
た
ま
ひ
て
、
意
宇
社
（
お
う
の
も
り
）
に
御
杖
（
み

つ
え
）
衝
（
つ
）
き
立
て
て
、「
意
恵
（
お
え
）」
と
詔
り
た
ま
ひ
き
。

故
、
意
宇
と
云
ふ
。
謂
は
ゆ
る
意
宇
社
は
、
郡
家
（
こ
お
り
の
み
や

け
）
の
東
北
の
辺
（
へ
）、
田
の
中
に
あ
る
塾
（
つ
か
さ
）、
こ
れ
な

り
。
周
（
め
ぐ
）
り
八
歩
許
（
ば
か
）
り
。
そ
の
上
に
ひ
と
も
と
の

き
あ
り
て
茂
れ
り
。

　８
．
意
宇
郡　

母
理
郷
条

母
理
郷
（
も
り
の
さ
と
）。
郡
家
（
こ
お
り
の
み
や
け
）
の
東
南



楯
縫
と
云
ふ
。

　１
１
．
意
宇
郡　

安
来
郷
条

安
来
郷
（
や
す
き
の
さ
と
）。
郡
家
（
こ
お
り
の
み
や
け
）
の
東
北

二
十
七
里
一
百
八
十
歩
な
り
。
神
須
佐
乃
袁
命
（
か
む
す
さ
の
お
の

み
こ
と
）、
天
壁
（
あ
め
の
か
き
）
立
ち
廻
り
坐
（
ま
）
し
き
。
そ

の
時
、
此
処
（
こ
こ
）
に
来
坐
し
て
詔
（
の
）
り
た
ま
ひ
し
く
、「
吾

が
御
心
は
安
平
（
や
す
）
け
く
成
り
ま
し
ぬ
」
と
詔
り
た
ま
ひ
き
。

故
、安
来
と
云
ふ
。
即
ち
、北
の
海
に
邑
売
埼
（
お
お
め
さ
き
）
あ
り
。

飛
鳥
浄
御
原
宮
御
宇
天
皇
（
あ
す
か
き
よ
み
は
ら
の
み
や
に
あ
め
の

し
た
し
ろ
し
め
し
し
す
め
ら
み
こ
と
）
の
御
世
、
甲
戌
（
き
の
え
い

ぬ
）
の
年
七
月
十
三
日
、
語
臣
猪
麻
呂
（
か
た
り
の
お
み
い
ま
ろ
）

が
女
子
（
む
す
め
）、
件
の
埼
に
遥
（
あ
そ
）
び
て
、
邂
逅
（
た
ま

さ
か
）
に
和
爾
（
わ
に
・
鰐
）
に
遇
ひ
、
賊
（
そ
こ
な
は
）
え
て
切

ら
ざ
り
き
。そ
の
時
、父
猪
麻
呂
、賊
は
え
し
女
子
を
浜
の
上
に
歛（
お

さ
）
め
置
き
、
大
（
い
た
）
苦
く
憤
（
い
き
）
ど
お
り
て
、
天
に
号

（
さ
け
）
び
地
に
踊
り
、
行
き
て
は
吟
（
う
め
）
き
、
居
て
は
嘆
き
、

昼
夜
辛
（
た
し
な
）
苦
み
て
、
歛
め
し
所
を
避
る
こ
と
無
し
。
か
く

作
る
間
に
、数
日
（
ひ
）
を
経
へ
歴
た
り
。
然
し
て
後
、慷
慨
（
ね
た
）

む
志
を
興
し
て
、箭
（
や
）
を
磨
ぎ
鋒
（
ほ
こ
）
を
鋭
（
と
）
く
し
、

便
（
よ
ろ
）
し
き
処
を
撰
び
居
り
。
即
ち
、擡
み
訴
へ
て
云
ひ
し
く
、

「
天
神
（
あ
ま
つ
か
み
）
千
五
百
万
（
ち
い
お
よ
ろ
ず
）、
地
祇
（
く

に
つ
か
み
）
千
五
百
万
、
并
び
に
当
（
こ
の
）
国
（
く
に
）
に
静
ま

り
坐
す
三
百
九
十
九
社
、乃
（
ま
た
）
海
若
（
わ
た
つ
み
）
等
（
た
ち
）、

大
神
の
和
魂
（
に
き
た
ま
）
は
静
ま
り
ま
し
て
、荒
魂
（
あ
ら
た
ま
）

は
皆
悉
（
こ
と
ご
と
）
に
猪
麻
呂
が
乞
（
こ
い
の
）
む
所
に
依
り
た

ま
へ
。
良
（
ま
こ
と
）
に
神
霊
（
み
た
ま
）
し
坐
し
ま
さ
ば
、
吾
を

傷
ら
し
め
給
へ
。
こ
れ
を
以
ち
て
、
神
霊
の
神
た
る
を
知
ら
む
」
と

い
へ
り
。
そ
の
時
、須
臾
（
し
ま
ら
く
）
あ
り
て
、和
爾
百
余
、浄
（
き

よ
）
く
一
つ
の
和
爾
を
囲
繞
（
か
く
）
み
、
徐
（
お
も
ふ
る
）
に
率

依
り
来
て
、
居
る
下
（
も
と
）
従
り
。
進
ま
ず
退
か
ず
、
猶
囲
繞
め

る
の
み
な
り
き
。
そ
の
時
、
鉾
を
挙
げ
て
、
中
天
を
刃
（
さ
）
す
に
、

一
つ
の
和
爾
を
殺
し
捕
る
こ
と
、
已
に
訖
は
り
ぬ
。
然
し
て
後
に
、

百
余
の
和
爾
解
散
（
あ
ら
）
け
き
。
殺
（
た
）
ち
割
け
ば
、
女
子
の

一
脛
（
か
た
は
ぎ
）
を
屠
り
出
し
き
。
仍
て
、
和
爾
を
ば
殺
ち
割
き

て
串
に
挂
け
、
路
の
垂
（
ほ
と
り
）
に
立
て
き
。
安
来
郷
の
人
、
語

臣
与
（
か
た
り
の
お
み
あ
た
う
）
が
父
な
り
。
そ
の
時
よ
り
以
来
（
こ

の
か
た
）、
今
日
に
至
る
ま
で
に
六
十
歳
を
経
た
り
。

１
２
．
意
宇
郡　

山
国
郷
条

山
国
郷
（
や
ま
く
に
の
さ
と
）。
郡
家
（
こ
お
り
の
み
や
け
）
の
東

南
三
十
二
里
二
百
三
十
歩
な
り
。 

布
都
努
志
命
（
ふ
つ
ぬ
し
の
み

こ
と
）
の
国
廻
り
坐
（
ま
）
し
し
時
、
此
処
（
こ
こ
）
に
来
坐
し
て

詔
（
の
）
り
た
ま
ひ
し
く
、「
こ
の
土
（
く
に
）
は
、
止
ま
な
く
に

見
ま
く
欲
し
」
と
詔
り
た
ま
ひ
き
。
故
（
か
れ
）、山
国
と
云
ふ
な
り
。

即
ち
正
倉
（
み
や
け
）
あ
り
。

　１
３
．
意
宇
郡　

飯
梨
郷
条

飯
梨
郷
（
い
い
な
し
の
さ
と
）。
郡
家
（
こ
お
り
の
み
や
け
）
の
東

南
三
十
二
里
な
り
。
大
国
魂
命
（
お
お
く
に
た
ま
の
み
こ
と
）、
天



降
り
坐
ま
し
し
時
、此
処
（
こ
こ
）
に
当
り
て
御
膳
（
み
い
い
も
の
お
）

食
（
お
）
し
給
ひ
き
。
故
（
か
れ
）、
飯
成
と
云
ふ
。
神
亀
三
年
に
、

字
を
飯
梨
と
改
む
。

　１
４
．
意
宇
郡　

舎
人
郷
条

舎
人
郷（
と
ね
り
の
さ
と
）。
郡
家（
こ
お
り
の
み
や
け
）の
正
東（
ま

ひ
が
し
）
二
十
六
里
な
り
。
志
貴
島
宮
御
宇
天
皇
（
し
き
し
ま
の
み

や
に
あ
め
の
し
た
し
ろ
し
め
し
し
す
め
ら
み
こ
と
）
の
御
世
、
倉
舎

の
人
君
（
く
ら
の
と
ね
り
の
き
み
）
等
が
祖
、
日
置
臣
志
毘
（
ひ
お

き
の
お
み
し
び
）、大
舎
人
（
お
お
ど
ね
り
）
と
供
（
つ
か
）
へ
奉
（
ま

つ
り
）
き
。
即
ち
こ
れ
志
毘
が
居
（
す
）
め
る
所
な
り
。
故
（
か
れ
）、

舎
人
と
云
ふ
。
即
ち
正
倉
（
み
や
け
）
あ
り
。

　１
５
．
意
宇
郡　

大
草
郷
条

大
草
郷
（
お
お
く
さ
の
さ
と
）。
郡
家
（
こ
お
り
の
み
や
け
）
の
南

西
二
里
一
百
二
十
歩
な
り
。
須
佐
乎
命
（
す
さ
の
お
の
み
こ
と
）
の

御
子
、
青
幡
佐
久
佐
丁
壮
命
（
あ
お
は
た
さ
く
さ
ひ
こ
の
み
こ
と
）

坐
（
い
）
ま
せ
り
。
故
（
か
れ
）、
大
草
と
云
ふ
。

　１
６
．
意
宇
郡　

山
代
郷
条

山
代
郷
（
や
ま
し
ろ
の
さ
と
）。
郡
家
（
こ
お
り
の
み
や
け
）
の
西

北
三
里
一
百
二
十
歩
な
り
。
所
造
天
下
大
神
（
あ
め
の
し
た
つ
く
ら

し
し
お
お
か
み
）
大
穴
持
命
（
お
ほ
あ
な
も
ち
の
み
こ
と
）
の
御
子
、

山
代
日
子
命
（
や
ま
し
ろ
ひ
こ
の
み
こ
と
）
坐
（
い
ま
）
せ
り
。
故

（
か
れ
）、
山
代
と
云
ふ
。
即
ち
正
倉
（
み
や
け
）
あ
り
。

　１
７
．
意
宇
郡　

拝
志
郷
条

拝
志
郷（
は
や
し
の
さ
と
）。
郡
家（
こ
お
り
の
み
や
け
）の
正
西（
ま

に
し
）
二
十
一
里
二
百
一
十
歩
な
り
。
所
造
天
下
大
神
命
（
あ
め
の

し
た
つ
く
ら
し
し
お
お
か
み
の
み
こ
と
）、
越
（
こ
し
）

の
八
口
（
や
く
ち
）
を
平
（
こ
と
む
）
け
む
と
し
て
幸
い
で
ま
ま
し

し
時
、
此
処
（
こ
こ
）
の
樹
林
（
は
や
し
）
茂
盛
（
も
）
れ
り
。
そ

の
時
詔
（
の
）
り
た
ま
ひ
し
く
、「
吾
が
御
心
の
波
夜
志
（
は
や
し
・

栄
や
し
）」
と
詔
り
た
ま
ひ
き
。
故
（
か
れ
）、
林
と
云
ふ
。
神
亀
三

年
に
、
字
を
拝
志
と
改
む
。
即
ち
正
倉
（
み
や
け
）
あ
り
。

１
８
．
意
宇
郡　

宍
道
郷

宍
道
郷（
し
し
じ
の
さ
と
）。
郡
家（
こ
お
り
の
み
や
け
）の
正
西（
ま

に
し
）
三
十
七
里
な
り
。
所
造
天
下
大
神
命
（
あ
め
の
し
た
つ
く
ら

し
し
お
お
か
み
の
み
こ
と
）
の
追
ひ
給
ひ
し
猪
（
し
し
）

の
像
（
か
た
）、
南
の
山
に
二
つ
あ
り
。
一
つ
は
長
さ
二
丈
七
尺
、

高
さ
一
丈
、
周
り
五
丈
七
尺
。
一
つ
は
長
さ
二
丈
五
尺
、
高
さ
八
尺
、

周
り
四
丈
一
尺
。
猪
を
追
ひ
し
犬
の
像
、
長
さ
一
丈
、
高
さ
四
尺
、

周
り
一
丈
九
尺
。
そ
の
形
石
と
な
れ
り
。
猪
と
犬
と
に
異
な
る
こ
と

な
し
。
今
に
至
り
て
も
な
ほ
あ
り
。
故
（
か
れ
）、
宍
道
と
云
ふ
。

　１
９
．
意
宇
郡　

余
戸
里
条

余
戸
里（
あ
ま
り
べ
の
さ
と
）。郡
家（
こ
お
り
の
み
や
け
）の
正
東（
ま

ひ
が
し
）
六
里
二
百
六
十
歩
な
り
。
神
亀
四
年
の
編
戸
に
依
り
、
一

里
を
立
つ
。
故
（
か
れ
）、
余
戸
と
云
ふ
。
他
の
郡
（
こ
お
り
）
も
、



且
こ
の
如
し
。

　２
０
．
意
宇
郡　

野
城
駅
条

野
城
駅（
の
ぎ
の
う
ま
や
）。
郡
家（
こ
お
り
の
み
や
け
）の
正
東（
ま

ひ
が
し
）
二
十
里
八
十
歩
な
り
。
野
城
大
神
（
の
ぎ
の
お
お
か
み
）

の
坐
（
い
ま
）
す
に
依
り
、
故
（
か
れ
）、
野
城
と
云
ふ
。

　２
１
．
意
宇
郡　

黒
田
駅
条

黒
田
駅
（
く
ろ
だ
の
う
ま
や
）。
郡
家
（
こ
お
り
の
み
や
け
）
と
同

じ
処
な
り
。
郡
家
の
西
北
二
里
に
黒
田
村
あ
り
。
土
体
（
つ
ち
の
か

た
ち
）
の
色
黒
し
。
故
（
か
れ
）、
黒
田
と
云
ふ
。
旧
（
も
と
）、
此

処
（
こ
こ
）
に
こ
の
駅
あ
り
。
即
ち
号
（
な
づ
）
け
て
黒
田
駅
と
曰

ふ
。
今
は
東
、
郡
（
こ
お
り
）
に
属
（
つ
）
け
り
。
今
な
ほ
、
旧
の

黒
田
の
号
を
追
へ
る
の
み
。

　２
２
．
意
宇
郡　

宍
道
駅
条

宍
道
駅（
し
し
じ
の
う
ま
や
）。郡
家（
こ
お
り
の
み
や
け
）の
正
西（
ま

に
し
）
三
十
八
里
な
り
。
名
を
説
く
こ
と
郷
（
さ
と
）
の
如
し
。

　２
３
．
意
宇
郡　

出
雲
神
戸
条

出
雲
神
戸
（
い
ず
も
の
か
ん
べ
）。
郡
家
（
こ
お
り
の
み
や
け
）
の

南
西
二
里
二
十
歩
な
り
。
伊
弉
奈
枳
麻
奈
子（
い
ざ
な
き
の
ま
な
ご
・

真
愛
子
）
に
坐
ま
す
熊
野
加
武
呂
命
（
く
ま
の
の
か
む
ろ
の
み
こ
と
）

と
、
五
百
津
鉏
々
猶
（
い
お
つ
す
き
の
す
き
）
取
ら
し
に
取
ら
し
て

所
造
天
下
大
穴
持
命
（
あ
め
の
し
た
つ
く
ら
し
し
お
お
あ
な
も
ち
の

み
こ
と
）
と
の
、
二
所
の
大
神
等
に
依
さ
し
奉
る
。
故
、
神
戸
と
云

ふ
。
他
の
郡
（
こ
お
り
）
等
の
神
戸
も
、
且
こ
の
如
し
。

　２
４
．
意
宇
郡　

賀
茂
神
戸
条

賀
茂
神
戸
（
か
も
の
か
ん
べ
）。
郡
家
（
こ
お
り
の
み
や
け
）
の
東

南
三
十
四
里
な
り
。
所
造
天
下
大
神
命
（
あ
め
の
し
た
つ
く
ら
し
し

お
お
か
み
の
み
こ
と
）
の
御
子
、
阿
遅
須
枳
高
日
子
命
（
あ
じ
す
き

た
か
ひ
こ
の
み
こ
と
）、
葛
城
賀
茂
社
（
か
つ
ら
ぎ
の
か
も
の
や
し

ろ
）
に
坐
（
い
）
ま
す
。
こ
の
神
の
神
戸
な
り
。
故
、
鴨
と
云
ふ
。

神
亀
三
年
に
、
字
を
賀
茂
と
改
む
。
即
ち
正
倉
（
み
や
け
）
あ
り
。

　２
５
．
意
宇
郡　

忌
部
神
戸
条

忌
部
神
戸
（
い
ん
べ
の
か
ん
べ
）。
郡
家
（
こ
お
り
の
み
や
け
）
の

正
西
（
ま
に
し
）
二
十
一
里
二
百
六
十
歩
な
り
。
国
造
（
く
に
の
み

や
つ
こ
）、
神
吉
調
（
か
み
の
よ
き
み
つ
き
）
望
（
の
ぞ
）
み
て
、

朝
廷
に
参
向
（
ま
い
む
か
）
ふ
時
、御
祈
忌
玉
（
み
ほ
ぎ
の
い
み
た
ま
）

作
（
つ
く
り
）
な
り
。
故
（
か
れ
）、
忌
部
と
云
ふ
。
即
ち
、
川
の

辺
（
へ
）
に
湯
を
出
す
。
出
湯
の
あ
る
所
は
、
海
陸
を
兼
ね
た
り
。

仍
て
、
男
も
女
も
、
老
い
た
る
も
少
き
も
、
あ
る
は
道
路
（
み
ち
）

を
駱
つ
駅
ら
ひ
、
あ
る
は
海
中
を
洲
に
沿
ひ
、
日
（
ひ
び
）
に
集
ひ

て
市
を
成
し
、
繽
紛
（
み
だ
れ
ま
が
）
ひ
て
燕
楽
（
う
た
げ
）
す
。

一
た
び
濯
げ
ば
形
容
端
正
（
か
た
ち
き
ら
き
ら
）
し
く
、
再
び
泳
く

く
れ
ば
万
病
悉
（
こ
と
ご
と
）
に
除
こ
る
。
古
（
い
に
し
え
）
よ
り

今
に
至
る
ま
で
、
験
（
し
る
し
）
を
得
ず
と
い
ふ
こ
と
な
し
。
故
、

俗
人
（
く
に
ひ
と
）、
神
湯
と
曰
ふ
な
り
。



　２
６
．
意
宇
郡　

寺
院

教
昊
寺
（
き
ょ
う
こ
う
じ
）。
山
国
郷
（
や
ま
く
に
の
さ
と
）
の

中
に
あ
り
。
郡
家
（
こ
お
り
の
み
や
け
）
の
正
東
（
ま
ひ
が
し
）

二
十
五
里
一
百
二
十
歩
な
り
。
五
層
（
い
つ
こ
し
）
の
塔
を
建
立
つ
。

僧
（
ほ
う
し
）
あ
り
。
教
昊
僧
が
造
り
し
所
な
り
。
散
位
大
初
位
下

上
蝮
首
押
猪
（
か
み
た
じ
ひ
の
お
び
と
お
し
い
）
が
祖
父
（
お
お
じ
）

な
り
。

新
造
院
（
し
ん
ぞ
う
い
ん
）
一
所
。
山
代
郷
（
や
ま
し
ろ
の
さ
と
）

の
中
に
あ
り
。
郡
家
の
西
北
四
里
二
百
歩
な
り
。
厳
堂（
ご
ん
ど
う
）

を
建
立
つ
。
僧
な
し
。
日
置
君
目
烈
（
ひ
お
き
の
き
み
め
づ
ら
）
が

造
り
し
所
な
り
。
出
雲
神
戸
（
い
ず
も
の
か
ん
べ
）
の
日
置
君
鹿
麻

呂
（
ひ
お
き
の
き
み
か
ま
ろ
）
が
父
（
ち
ち
）
な
り
。

新
造
院
一
所
。
山
代
郷
の
中
に
あ
り
。
郡
家
の
西
北
二
里
な
り
。
厳

堂
を
建
立
つ
。
住
め
る
僧
、
一
躯
あ
り
。
飯
石
郡
（
い
い
し
の
こ
お

り
）
の
少
領
（
し
ょ
う
り
ょ
う
）、
出
雲
臣
弟
山
（
い
ず
も
の
お
み

お
と
や
ま
）
が
造
り
し
所
な
り
。

新
造
院
一
所
。
山
国
郷
の
中
に
あ
り
。
郡
家
の
東
南
二
十
一
里

一
百
二
十
歩
な
り
。
三
層
の
塔
を
建
立
つ
。
山
国
郷
の
人
、
日
置
部

根
緒
（
ひ
お
き
べ
の
ね
お
）
が
造
り
し
所
な
り
。

２
７
．
意
宇
郡　

神
社

熊
野
大
社
く
ま
の
の
お
お
や
し
ろ
）　 

夜
麻
佐
（
や
ま
さ
）
社

 

売
豆
貴
（
め
づ
き
）
社
　
賀
豆
比
乃
（
か
づ
ひ
の
）
社
　

由
貴
（
ゆ
き
）
社 

加
豆
比
乃
高
（
か
ず
ひ
の
た
か
）
社 

都
俾
志
呂
（
つ
へ
し
ろ
）
社 

　
玉
作
湯
（
た
ま
つ
く
り
の
ゆ
）
社

　
野
城
（
の
ぎ
）
社 

　
伊
布
夜
（
い
う
や
）
社 

　

支
麻
知
（
き
ま
ち
）
社 

　
夜
麻
佐
（
や
ま
さ
）
社
　

野
城
（
の
ぎ
）
社 

　
久
多
美
（
く
た
み
）
社 

　

佐
久
多
（
さ
く
た
）
社 

　
多
乃
毛
（
た
の
も
）
社
　

須
多
（
す
た
）
社 

　
真
名
井
（
ま
な
い
）
社 

　
布
弁
（
ふ
べ
）
社 

斯
保
彌
（
し
お
み
）
社
　
意
陀
支
（
お
だ
き
）
社 

市
原
（
い
ち
は
ら
）
社 

　
久
米
（
く
め
）
社 

　

布
吾
彌
（
ふ
ご
み
）　
社
　
宍
（
し
し
じ
）
道
社 

　

野
代
（
の
し
ろ
）
社 

　
売
布
（
め
ふ
）
社 

　
狭
井
（
さ
い
）
社
　

同
狭
井
高
（
お
な
じ
き
さ
い
の
た
か
）
社 

　
宇
流
布
（
う
る
う
）
社 

伊
布
夜
（
い
う
や
）
社 

　
由
宇
（
ゆ
）
社
　
布
自
奈
（
ふ
じ
な
）
社

 

同
布
自
奈
（
お
な
じ
き
ふ
じ
な
）
社 

　
野
代
（
の
し
ろ
）
社 

佐
久
多
（
さ
く
た
）
社
　
意
陀
支
（
お
だ
き
）
社 

　
前
（
さ
き
）
社 

田
中
（
た
な
か
）
社 

　
詔
門
（
の
り
と
）
社
　
楯
井
（
た
て
い
）
社 

速
玉
（
は
や
た
ま
）
社 

　
石
坂
（
い
わ
さ
か
）
社 

佐
久
佐
（
さ
く
さ
）
社
　
多
加
比
（
た
か
ひ
）
社 

山
代
（
や
ま
し
ろ
）
社 

　
調
屋
（
つ
き
や
）
社 

　
同
社

以
上
卅
八
所
、
並
在
神
祇
官
。

宇
由
比
（
う
ゆ
ひ
）
社 

　
支
布
佐
（
き
ふ
さ
）
社 

毛
禰
乃
上
（
も
ね
の
か
み
）
社
　
那
富
乃
夜
（
な
ほ
の
や
）
社 

支
布
佐
（
き
ふ
さ
）
社 

　
国
原
（
く
に
は
ら
）
社 

　

田
村
（
た
む
ら
）
社
　
市
穂
（
い
ち
ほ
）
社 

同
市
穂
（
お
な
じ
き
い
ち
ほ
）
社 

　
伊
布
夜
（
い
う
や
）
社 



阿
太
加
夜
（
あ
だ
か
や
）
社
　
須
多
下
（
す
た
の
し
も
）
社 

河
原
（
か
わ
ら
）
社 

　
布
宇
（
ふ
）
社 

　
末
那
為
（
ま
な
い
）
社

加
和
羅
（
か
わ
ら
）
社 

　
笠
柄
（
か
さ
え
）
社 

志
多
備
（
し
た
び
）
社 

　
食
（
み
け
し
）
師
社
　

以
上
一
十
九
所
、
並
不
在
神
祇
官
。

２
８
．
意
宇
郡　

山
野

長
江
山
（
な
が
え
や
ま
）。
郡
家
（
こ
お
り
の
み
や
け
）
の
東
南

五
十
里
な
り
。
水
精
（
す
い
し
ょ
う
）
あ
り
。

暑
垣
山
（
あ
つ
が
き
や
ま
）。
郡
家
の
正
東
（
ま
ひ
が
し
）
八
十
歩

な
り
。
烽
（
と
ぶ
ひ
）
あ
り
。

高
野
山
（
た
か
の
や
ま
）。
郡
家
の
正
東
一
十
九
里
な
り
。

熊
野
山
（
く
ま
の
や
ま
）。
郡
家
の
正
南
（
ま
み
な
み
）
一
十
八
里

な
り
。
檜
・
檀
（
ま
ゆ
み
）
あ
り
。
謂
は
ゆ
る
熊
野
大
神
（
く
ま
の

の
お
お
か
み
）
の
社
（
や
し
ろ
）
坐
（
ま
）
す
。

久
多
美
山（
く
た
み
や
ま
）。
郡
家
の
西
南
二
十
三
里
な
り
。
檀
あ
り
。

玉
作
山
（
た
ま
つ
く
り
や
ま
）。
郡
家
の
西
南
三
十
二
里
な
り
。
檀

あ
り
。

神
名
樋
野
（
か
ん
な
び
の
）。
郡
家
の
西
北
一
百
二
十
九
歩
な
り
。

高
さ
八
十
丈
、
周
り
六
里
三
十
二
歩
あ
り
。
東
に
松
あ
り
。
三
方
は

並
び
に
茅
あ
り
。

凡
そ
、
諸
の
山
野
に
あ
る
所
の
草
木
は
、
麦
門
冬
（
や 

ま
す
げ
）・

独
活
（
つ
ち
た
ら
）・
石
斛
（
い
わ
く
す
り
）・
前
胡
（
の 

ぜ
り
）・

高
梁
薑
（
か
わ
ね
ぐ
さ
）・
連
翹
（
い
た
ち
ぐ
さ
）・
黄
精
（
お
お
え
み
）・

百
部
根
（
ほ 

と
づ
ら
）・
貫
衆
（
お
に
わ
ら
び
）・
白
朮
（
お 

け
ら
）・

署
預
（
や
ま
つ
い
も
）・
苦
参
（
く
ら
ら
）・
細
辛
（
み
ら
の
ね
ぐ
さ
）・

商
陸
（
い
お
す
ぎ
）・
高
本
（
さ
さ
は
そ
ら
し
）・
玄
参
（
お
し
ぐ
さ
）・

五
味
子
（
さ
ね
か
ず
ら
）・
黄
苓
（
ひ
い
ら
ぎ
）・
葛
根
（
く
ず
の
ね
）・

牡
丹
（
ふ
か
み
ぐ
さ
）・
藍
漆
（
や
ま
あ
さ
）・
薇
（
わ
ら
び
）・
藤

（
ふ
じ
）・
李
（
す
も
も
）・
檜
（
ひ
の
き
）
字
あ
る
い
は
梧
に
作
る
。・

杉
（
す
ぎ
）
字
あ
る
い
は
椙
に
作
る
。・
赤
桐
（
あ
か
ぎ
り
）・
白
桐

（
あ
お
り
）・
楠
（
く
す
の
き
）・
椎
（
し
い
）・
海
榴
（
つ
ば
き
）
字

あ
る
い
は
椿
に
作
る
。・
楊
梅
（
や
ま
も
も
）・
松
（
ま
つ
）・
栢
（
か

え
）
字
あ
る
い
は
榧
に
作
る
。・
蘗
（
き
は
だ
）・
槻
（
つ
き
）。

禽
獣
に
は
則
ち
、
雕
（
わ
し
）・
晨
風
（
は
や
ぶ
さ
）
字
あ
る
い
は

隼
に
作
る
。・
山
鷄
（
や
ま
ど
り
）・
鳩
（
は
と
）・
鶉
（
う
ず
ら
）・

鶬
（
ひ
ば
り
）
字
あ
る
い
は
離
黄
に
作
る
。・
鵄
鴞
（
や
ま
つ
く
）

横
致
に
作
る
。
功
し
き
鳥
な
り
。
熊
（
く
ま
）・
狼
（
お
お
か
み
）・

猪
（
い
）・
鹿
（
し
か
）・
兎
（
う
さ
ぎ
）・
狐
（
き
つ
ね
）・
飛
鼯
（
む

さ
さ
び
）
字
あ
る
い
は
に
作
り
、
蝸
に
作
る
。・
獼
猴
（
さ
る
）
の

族
あ
り
。
至
（
い
た
）
り
て
繁
（
さ
わ
）
に
し
て
、
全
く
は
題
（
し

る
）
す
べ
か
ら
ず
。

２
９
．
意
宇
郡　

河
川

伯
太
川
（
は
だ
が
わ
）。
源
は
仁
多
（
に
た
）
と
意
宇
（
お
う
）
と

二
郡
の
堺
な
る
葛
野
山
（
く
ず
の
や
ま
）
よ
り
出
で
、
流
れ
て
母
理

（
も
り
）・
楯
縫
（
た
て
ぬ
い
）・
安
来
（
や
す
き
）
の
三
郷
を
経
て
、

入
海
（
い
り
う
み
）
に
入
る
。
年
魚
（
あ
ゆ
）・
伊
久
比
（
い
ぐ
い
）

あ
り
。

山
国
川
（
や
ま
く
に
が
わ
）。
源
は
郡
家
（
こ
お
り
の
み
や
け
）
の



東
南
三
十
八
里
な
る
枯
見
山
（
か
れ
み
や
ま
）
よ
り
出
で
、
北
に
流

れ
て
伯
太
川
に
入
る
。

飯
梨
河
（
い
い
な
し
が
わ
）。
源
は
三
つ
あ
り
。
一
つ
の
水
の
源
は
、

仁
多
・
大
原
（
お
お
は
ら
）・
意
宇
三
郡
の
堺
な
る
田
原
よ
り
出
づ
。

一
つ
の
水
の
源
は
枯
見
よ
り
出
づ
。
一
つ
の
水
の
源
は
仁
多
郡
の
玉

嶺
山
（
た
ま
み
ね
や
ま
）
よ
り
出
づ
。
三
つ
の
水
合
ひ
て
、
北
に
流

れ
て
入
海
に
入
る
。
年
魚
・
伊
具
比
（
い
ぐ
い
）
あ
り
。

筑
湯
川
（
つ
き
や
が
わ
）。
源
は
郡
家
の
正
東
（
ま
ひ
が
し
）
一
十

里
一
百
歩
な
る
荻
山
（
お
ぎ
や
ま
）
よ
り
出
で
、
北
に
流
れ
て
入
海

に
入
る
。
年
魚
あ
り
。

意
宇
河
（
お
う
が
わ
）。
源
は
郡
家
の
正
南
（
ま
み
な
み
）
一
十
八

里
な
る
熊
野
山
（
く
ま
の
や
ま
）
よ
り
出
で
、
北
に
流
れ
て
入
海
に

入
る
。
年
魚
・
伊
具
比
あ
り
。

野
代
川
（
の
し
ろ
が
わ
）。
源
は
郡
家
の
西
南
一
十
八
里
な
る
須
我

山
（
す
が
や
ま
）
よ
り
出
で
、
北
に
流
れ
て
入
海
に
入
る
。

玉
作
川
（
た
ま
つ
く
り
が
わ
）。
源
は
郡
家
の
正
西
（
ま
に
し
）

一
十
九
里
な
る
阿
志
山
（
あ
し
や
ま
）
よ
り
出
で
、
北
に
流
れ
て
入

海
に
入
る
。
年
魚
あ
り
。

来
待
川
（
き
ま
ち
が
わ
）。
源
は
郡
家
の
正
西
二
十
八
里
な
る
和
奈

佐
山
（
わ
な
さ
や
ま
）
よ
り
出
で
、
西
に
流
れ
て
山
田
村
（
や
ま
だ

む
ら
）
に
至
り
、
更
に
折
れ
て
北
に
流
れ
て
入
海
に
入
る
。
年
魚
あ

り
。

宍
道
川
（
し
し
じ
が
わ
）。
源
は
郡
家
の
正
西
三
十
八
里
な
る
幡
屋

山（
は
た
や
や
ま
）よ
り
出
で
、北
に
流
れ
て
入
海
に
入
る
。
魚
な
し
。

３
０
．
意
宇
郡　

池

津
間
抜
池
（
つ
ま
ぬ
き
の
い
け
）。
周
り
二
里
四
十
歩
あ
り
。
鳧
（
た

か
べ
）・
鴨
（
か
も
）・
鮒
（
ふ
な
）・
蓼
あ
り
。

真
名
猪
池
（
ま
ぬ
い
の
い
け
）。
周
り
一
里
あ
り
。

３
１
．
意
宇
郡　

入
海
と
島

北
は
入
海
な
り
。

門
江
浜
（
か
ど
え
の
は
ま
）。
伯
耆
と
出
雲
と
の
二
国
の
堺
な
り
。

東
よ
り
西
に
行
く
。

粟
島
（
あ
わ
し
ま
）。
椎
・
松
・
多
年
木
（
あ
は
ぎ
）・
宇
竹
（
お
お

た
け
）・
真
前
（
ま
さ
き
）
等
の
葛
あ
り
。

砥
神
島
（
と
か
み
し
ま
）。
周
り
三
里
一
百
八
十
歩
、
高
さ
六
十
丈

あ
り
。
椎
・
松
・
莘
（
み
ら
の
ね
ぐ
さ
）・
齊
頭
蒿
（
う
わ
ぎ
）・
都

波
（
つ
わ
）・
師
太
（
し
だ
）
等
の
草
木
あ
り
。

加
茂
島
（
か
も
し
ま
）。
既
に
磯
（
い
そ
）
な
り
。

子
島
（
こ
し
ま
）」。
既
に
磯
な
り
。

羽
島
（
は
し
ま
）。
椿
・
比
佐
木
（
ひ
さ
き
）・
多
年
木
・
蕨
（
わ
ら

び
）・
齊
頭
・
葛
あ
り
。

塩
楯
島
（
し
お
た
て
じ
ま
）。
蓼
螺
子
（
に
し
）・
水
蓼
（
み
ず
た
で
）

あ
り
。

野
代
（
の
し
ろ
）
の
海
の
中
に
、
蚊
島
（
か
し
ま
）
あ
り
。
周
り

六
十
歩
あ
り
。
中
央
（
も
な
か
）
は
涅
土
（
く
ろ
つ
ち
）
に
し
て
、

四
方
（
よ
も
）
は
並
び
に
礒
な
り
。
中
央
に
手
掬
（
た
つ
か
）
許
（
ば

か
り
）
の
木
一
株
あ
る
の
み
。
そ
の
礒
に
、
螺
子
・
海
松
（
み
る
）



あ
り
。
こ
こ
よ
り
以
西
、
浜
、
あ
る
は
峻
堀
（
さ
が
）
し
く
、
あ
る

は
平
土
（
た
い
ら
か
）
に
し
て
、
並
び
に
こ
れ
通
道
（
か
よ
い
じ
）

の
経
る
所
な
り
。

　３
２
．
意
宇
郡　

通
道

通
道
（
か
よ
い
じ
）。
国
の
東
の
堺
な
る
手
間
剗
（
て
ま
の
せ
き
）

に
通
ふ
は
、
四
十
一
里
一
百
八
十
歩
な
り
。
大
原
郡
（
お
お
は
ら

の
こ
お
り
）
の
堺
な
る
木
垣
峰
（
き
が
き
の
み
ね
）
に
通
ふ
は
、

三
十
三
里
二
百
歩
な
り
。
出
雲
郡
（
い
ず
も
の
こ
お
り
）
の
堺
な
る

佐
雑
埼
（
さ
そ
う
の
さ
き
）
に
通
ふ
は
四
十
二
里
三
十
歩
な
り
。
島

根
郡
（
し
ま
ね
の
こ
お
り
）
の
堺
な
る
朝
酌
渡
（
あ
さ
く
み
の
わ
た

り
）
に
通
ふ
は
、
四
里
二
百
六
十
歩
な
り
。

　３
３
．
意
宇
郡
の
特
質

前
（
さ
き
）
の
件
（
く
だ
り
）
の
一
郡
は
、
入
海
（
い
り
う
み
）
の

南
に
し
て
北
は
則
ち
国
の
廓
（
か
き
）
な
り
。
　

３
４
．
意
宇
郡
の
郡
司

郡
司
（
ぐ
ん
じ
）
主
帳
（
し
ゅ
ち
ょ
う
）
无
位
（
む
い
）
海
臣
（
あ

ま
の
お
み
）
无
位
出
雲
臣
　
　
　
　
　
　

少
領
（
し
ょ
う
り
ょ
う
）
従
七
位
上
勲
十
二
等
出
雲
　
　
　
　
　
　

主
政
（
し
ゅ
せ
い
）
外
少
初
位
上
勲
十
二
等
林
臣
（
は
や
し
の
お
み
）

擬
主
政
（
ぎ
し
ゅ
せ
い
）
无
位
出
雲
臣

　

３
５
．
島
根
郡
の
郷
・
里
・
余
戸
・
駅

島
根
郡

合
は
せ
て
郷
（
さ
と
）
八
、
里
（
こ
ざ
と
）
二
十
四
。
余
戸
（
あ
ま

り
べ
）
一
、
駅
家
（
う
ま
や
）
一
。

山
口
郷
（
や
ま
ぐ
ち
の
さ
と
）。
今
も
前
に
依
り
て
用
ゐ
る
。

朝
酌
郷
（
あ
さ
く
み
の
さ
と
）。
今
も
前
に
依
り
て
用
ゐ
る
。

手
染
郷
（
た
し
み
の
さ
と
）。
今
も
前
に
依
り
て
用
ゐ
る
。

美
保
郷
（
み
ほ
の
さ
と
）。
今
も
前
に
依
り
て
用
ゐ
る
。

方
結
郷
（
か
た
え
の
さ
と
）。
今
も
前
に
依
り
て
用
ゐ
る
。

加
賀
郷
（
か
か
の
さ
と
）。
本
の
字
は
加
加
。

生
馬
郷
（
い
く
ま
の
さ
と
）。
今
も
前
に
依
り
て
用
ゐ
る
。

法
吉
郷
（
ほ
ほ
き
の
さ
と
）。
今
も
前
に
依
り
て
用
ゐ
る
。

以
上
八
、郷
別
に
里
三
。余
戸
里（
あ
ま
り
べ
の
さ
と
）。千
酌
駅
家（
ち

く
み
の
う
ま
や
）。

３
６
．
島
根
郡
の
地
名
の
由
来

島
根
（
し
ま
ね
）
と
号
（
な
づ
）
く
る
所
以
（
ゆ
え
）
は
、
国
引
き

坐
（
ま
）
し
し
八
束
水
臣
津
野
命
（
や
つ
か
み
ず
お
み
つ
ぬ
の
み
こ

と
）
の
詔
（
の
）
り
た
ま
ひ
て
、名
を
負
（
お
お
）
せ
給
へ
る
な
り
。

故
（
か
れ
）、
島
根
と
云
ふ
。

３
７
．
島
根
郡　

朝
酌
郷
条

朝
酌
郷（
あ
さ
く
み
の
さ
と
）。郡
家（
こ
お
り
の
み
や
け
）の
正
南（
ま

み
な
み
）
一
十
里
六
十
四
歩
な
り
。
熊
野
大
神
命
（
く
ま
の
の
お
お



か
み
の
み
こ
と
）
詔
（
の
）
り
た
ま
ひ
て
、
朝
御
餼
（
み
け
）
の
勘

養
（
か
ん
か
い
）
夕
御
餼
の
勘
養
に
、「
吾
が
贄
（
に
え
）
の
緒
の
処
」

と
定
め
給
ひ
き
。
故
（
か
れ
）、
朝
酌
と
云
ふ
。

３
８
．
島
根
郡　

山
口
郷
条

山
口
郷
（
や
ま
ぐ
ち
の
さ
と
）。
郡
家
（
こ
お
り
の
み
や
け
）
の
正

南
（
ま
み
な
み
）
四
里
二
百
九
十
八
歩
な
り
。
須
佐
能
袁
命
（
す
さ

の
お
の
み
こ
と
）
の
御
子
、
都
留
支
日
子
命
（
つ
る
ぎ
ひ
こ
の
み
こ

と
）
の
詔
（
の
）
り
た
ま
ひ
し
く
、「
吾
が
敷
き
坐
さ
む
山
口
の
処
」

と
詔
り
た
ま
ひ
て
、
故
（
か
れ
）、
山
口
と
負
（
お
お
）
せ
給
ひ
き
。

３
９
．
島
根
郡　

手
染
郷
条

手
染
郷（
た
し
み
の
さ
と
）。
郡
家（
こ
お
り
の
み
や
け
）の
正
東（
ま

ひ
が
し
）
一
十
里
二
百
六
十
四
歩
な
り
。
所
造
天
下
大
神
命
（
あ
め

の
し
た
つ
く
ら
し
し
お
お
か
み
の
み
こ
と
）
の
詔
（
の
）
り
た
ま
ひ

し
く
、「
こ
の
国
は
丁
寧
（
た
し
）
に
造
ら
せ
る
国
な
り
」
と
詔
り

た
ま
ひ
て
、
故
（
か
れ
）、
丁
寧
と
負
（
お
お
）
せ
給
ひ
き
。
し
か

る
に
今
の
人
な
ほ
誤
り
て
手
染
郷
と
号
く
る
の
み
。
即
ち
正
倉
（
み

や
け
）
あ
り
。

４
０
．
島
根
郡　

美
保
郷
条

美
保
郷
（
み
ほ
の
さ
と
）。
郡
家
（
こ
お
り
の
み
や
け
）
の
正
東
（
ま

ひ
が
し
）
二
十
七
里
一
百
六
十
四
歩
な
り
。
所
造
天
下
大
神
命
（
あ

め
の
し
た
つ
く
ら
し
し
お
お
か
み
の
み
こ
と
）
高
志
国
（
こ
し
の
く

に
）
に
坐
い
ま
す
神
、意
支
都
久
辰
為
命
（
お
き
つ
く
い
の
み
こ
と
）

の
子
、
俾
都
久
辰
為
命
（
へ
つ
く
い
の
み
こ
と
）
の
子
、
奴
奈
宜
波

比
売
命
（
ぬ
な
が
わ
ひ
め
の
み
こ
と
）
に
娶
（
あ
）
ひ
て
産
み
ま
し

し
神
、
御
穂
須
美
命
（
み
ほ
す
々
す
み
の
み
こ
と
）、
こ
の
神
坐
（
い

ま
）
す
。
故
（
か
れ
）、
美
保
と
云
ふ
。

４
１
．
島
根
郡　

方
結
郷
条

方
結
郷（
か
た
え
の
さ
と
）。
郡
家（
こ
お
り
の
み
や
け
）の
正
東（
ま

ひ
が
し
）
二
十
里
八
十
歩
な
り
。
須
佐
能
袁
命
（
す
さ
の
お
の
み
こ

と
）
の
御
子
、
国
忍
別
命
（
く
に
お
し
わ
け
の
み
こ
と
）
詔
（
の
）

り
た
ま
ひ
し
く
、「
吾
が
敷
き
坐
（
い
ま
）
す
地
（
く
に
）
は
、
国

形
（
く
に
か
た
）
宜
（
よ
）
し
」
と
の
り
た
ま
ひ
き
。
故
（
か
れ
）、

方
結
と
云
ふ
。

４
２
．
島
根
郡
加
賀
郷
条

加
賀
郷
（
か
か
の
さ
と
）。
郡
家
（
こ
お
り
の
み
や
け
）
の
西
北

二
十
四
里
一
百
六
十
歩
な
り
。
佐
太
大
神
（
さ
だ
の
お
お
か
み
）
の

生
れ
ま
し
し
所
な
り
。
御
祖
（
み
お
や
）、
神
魂
命
（
か
む
む
す
ひ

の
み
こ
と
）
の
御
子
、
支
佐
加
比
売
命
（
き
さ
か
ひ
め
の
み
こ
と
）、

「
闇
（
く
ら
）
き
岩
屋
（
い
わ
や
）
な
る
か
も
」
と
詔
（
の
）
り
た

ま
ひ
て
、
金
（
こ
が
ね
）
の
弓
以
ち
て
射
給
ひ
し
時
に
、
光
り
加
加

明
（
か
か
や
）
け
り
。
故
（
か
れ
）、
加
加
と
云
ふ
。
神
亀
三
年
に
、

字
を
加
賀
と
改
む
。

４
３
．
島
根
郡　

生
馬
郷
条

生
馬
郷
（
い
く
ま
の
さ
と
）。
郡
家
（
こ
お
り
の
み
や
け
）
の
西
北



一
十
六
里
二
百
九
歩
な
り
。
神
魂
命
（
か
む
む
す
ひ
の
み
こ
と
）
の

御
子
、
八
尋
鉾
長
依
日
子
命
（
や
ひ
ろ
ほ
こ
な
が
よ
り
ひ
こ
の
み
こ

と
）、
詔
（
の
）
り
た
ま
ひ
く
、「
吾
が
御
子
、
平
明
（
や
す
）
ら
か

に
し
て
憤
（
い
く
）
ま
ず
」
と
詔
り
た
ま
ひ
き
。
故
（
か
れ
）、
生

馬
と
云
ふ
。

　４
４
．
島
根
郡　

法
吉
郷
条

法
吉
郷（
ほ
ほ
き
の
さ
と
）。
郡
家（
こ
お
り
の
み
や
け
）の
正
西（
ま

に
し
）
一
十
四
里
二
百
三
十
歩
な
り
。
神
魂
命
（
か
む
む
す
ひ
の
み

こ
と
）
の
御
子
、
宇
武
賀
比
売
命
（
う
む
か
ひ
め
の
み
こ
と
）、
法

吉
鳥
（
ほ
ほ
き
ど
り
）
と
化
り
て
飛
び
度
（
わ
た
）
り
て
、此
処
（
こ

こ
）
に
静
ま
り
坐
（
ま
）
し
き
。
故
（
か
れ
）、
法
吉
と
云
ふ
。

　４
５
．
島
根
郡　

余
戸
里
条

余
戸
里
（
あ
ま
り
べ
の
さ
と
）。
名
を
説
く
こ
と
意
宇
郡
（
お
う
の

こ
お
り
）
の
如
し
。

　４
６
．
島
根
郡　

千
酌
駅
条

千
酌
駅
（
ち
く
み
の
う
ま
や
）。
郡
家
（
こ
お
り
の
み
や
け
）
の
東

北
一
十
七
里
一
百
八
十
歩
な
り
。
伊
差
奈
枳
命
（
い
ざ
な
き
の
み
こ

と
）
の
御
子
、都
久
豆
美
命
（
つ
く
ず
み
の
み
こ
と
）、此
処
（
こ
こ
）

に
坐
（
い
ま
）
せ
り
。
然
れ
ば
則
ち
都
久
豆
美
と
謂
ふ
べ
き
を
、
今

の
人
な
ほ
千
酌
と
号
（
な
づ
）
く
る
の
み
。

　

４
７
．
島
根
郡　

神
社　

布
自
伎
彌
（
ふ
じ
き
み
）
杜
　
多
気
（
た
け
）
社
　

久
良
彌
（
く
ら
み
）
社
　

同
波
夜
都
武
志
（
お
な
じ
き
は
や
つ
む
じ
）
社
　

川
上（
か
わ
か
み
）社
　
長
見（
な
が
み
）社
　
門
江（
か
ど
え
）社

横
田
（
よ
こ
た
）
社
　
加
賀
（
か
か
）
社
　
爾
佐
（
に
さ
）
社
　

爾
佐
加
志
能
為
（
に
さ
の
か
し
の
い
）
社
　
法
吉
（
ほ
ほ
き
）
社
　

生
馬
（
い
く
ま
）
社
　
美
保
（
み
ほ
）
社
　

以
上
一
十
四
所
、
並
在
神
祇
官
。
　
　
　

大
井
（
お
お
い
）
社
　
阿
羅
波
比
（
あ
ら
は
ひ
）
社

三
保
（
み
ほ
）
社
　
多
久
（
た
く
）
社
　

（
た
こ
）
社
　

同
（
お
な
じ
き
た
こ
）

社
　
質
留
比
（
し
ち
る
ひ
）
社
　

方
結
（
か
た
え
）
社
　
玉
結
（
た
ま
え
）
社
　
川
原
（
か
わ
ら
）
社

蟲
野
（
む
し
の
）
社
　
持
田
（
も
ち
だ
）
社
　

加
佐
奈
子
（
か
さ
な
し
）
社
　
比
加
夜
（
ひ
か
や
）
社
　

須
義
（
す
げ
）
社
　
伊
奈
頭
美
（
い
な
ず
み
）
社
　

伊
奈
阿
気
（
い
な
あ
げ
）
社
　
御
津
（
み
つ
）
社
　
比
津
（
ひ
つ
）

社
玖
夜
（
く
や
）
社
　
同
玖
夜
（
お
な
じ
き
く
や
）
社
　

田
原（
た
は
ら
）社
　
生
馬（
い
く
ま
）社
　
布
奈
保（
ふ
な
ほ
）社

加
茂
志
（
か
も
し
）
社
　
一
夜
（
ひ
と
よ
）
社
　
小
井
（
お
い
）
社

加
都
麻
（
か
つ
ま
）
社
　
須
衞
都
久
（
す
え
つ
ぐ
）
社
　

大
椅
（
お
お
さ
き
）
社
　
大
椅
川
辺
（
お
お
さ
き
の
か
わ
へ
）
社
　

朝
酌
（
あ
さ
く
み
）
社
　
朝
酌
下
（
あ
さ
く
み
の
し
も
）
社
　

努
那
彌
（
ぬ
な
み
）
社
　
椋
見
（
く
ら
み
）
社
　



以
上
卌
五
所
、
並
不
在
神
祇
官
。

４
８
．
島
根
郡　

山
野

布
自
枳
美
高
山
（
ふ
じ
き
み
の
た
か
や
ま
）。
郡
家
（
こ
お
り
の

み
や
け
） 

の
正
南
（
ま
み
な
み
）
七
里
二
百
一
十
歩
な
り
。
高
さ

二
百
七
十
丈
、
周
り
一
十
里
な
り
。
烽
（
と
ぶ
ひ
）
あ
り
。

女
岳
山
（
め
だ
け
や
ま
）。
郡
家
の
正
南
二
百
三
十
歩
な
り
。

蝨
野
（
む
し
の
）。
郡
家
の
西
南
三
里
一
百
歩
な
り
。
樹
林
な
し
。

毛
志
山
（
も
し
や
ま
）。
郡
家
の
正
北
一
里
な
り
。

大
倉
山
（
お
お
く
ら
や
ま
）。
郡
家
の
東
北
九
里
一
百
八
十
歩
な
り
。

糸
江
山
（
い
と
え
や
ま
）。
郡
家
の
東
北
二
十
六
里
三
十
歩
な
り
。

小
倉
山（
お
ぐ
ら
や
ま
）。
郡
家
の
西
北
二
十
四
里
一
百
六
十
歩
な
り
。

凡
そ
諸
の
山
に
在
る
所
の
草
木
は
、
白
朮
（
お 
け
ら
）・
麦
門
冬
（
や

ま
す
げ
）・
藍
漆
（
や
ま
あ
さ
）・
五
味
子
（
さ
ね
か
ず
ら
）・
苦
参
（
く

ら
ら
）・
独
活
（
つ
ち
た
ら
）・
葛
根
（
く
ず
の
ね
）・
署
預
（
や
ま

つ
い
も
）・
卑
解
（
と
こ
ろ
）・
狼
毒
（
や
ま
さ
く
）・
杜
仲
（
は
い

ま
ゆ
み
）・
芍
藥
（
え
び
す
ぐ
す
り
）・
茈
胡
（
の
ぜ
り
）・
百
部
根
（
ほ 

と
づ
ら
）・
石
斛
（
い
わ
く
す
り
）・
高
本
（
さ
さ
は
そ
ら
し
）・
藤
（
ふ

じ
）・
李
（
す
も
も
）・
赤
桐
（
あ
か
ぎ
り
）・
白
桐
（
あ
お
ぎ
り
）・

海
柘
榴
（
つ
ば
き
）・
楠
（
く
す
の
き
）・
楊
梅
（
や
ま
も
も
）・
松
（
ま

つ
）・
栢
（
か
え
）。

禽
獣
に
は
則
ち
、
鷲
）
わ
し
）
字
あ
る
は
鵰
に
作
る
。
山
鶏
（
や
ま

ど
り
）・
鳩
（
は
と
）・
雉
（
き
ぎ
し
）・
猪
（
い
）・
鹿
（
し
か
）・
猿
（
さ

る
）・
飛
鼯
（
む
さ
さ
び
）
あ
り
。

　

４
９
．
島
根
郡　

河
川

水
草
河（
み
く
さ
が
わ
）。
源（
み
な
も
と
）二
つ
あ
り
。
一（
ひ
と
つ
）

水
源
（
み
な
も
と
）
は
、
郡
家
（
こ
お
り
の
み
や
け
）
の
東
北
三
里

一
八
十
歩
な
る
毛
志
山
（
も
し
や
ま
）
よ
り
出
で
、
一
水
の
源
は
、

郡
家
の
西
北
六
里
一
百
六
十
歩
な
る
同
じ
き
毛
志
山
よ
り
出
づ
。
二

つ
の
水
合
ひ
、
南
に
流
れ
て
入
海
（
い
り
う
み
）
に
入
る
。
鮒
（
ふ

な
）
あ
り
。

長
見
川
（
な
が
み
が
わ
）。
源
は
郡
家
の
東
北
九
里
一
百
八
十
歩
な

る
大
倉
山
（
お
お
く
ら
や
ま
）
よ
り
出
で
、
東
に
流
る
。

大
鳥
川
（
お
お
と
り
が
わ
）。
源
は
郡
家
の
東
北
一
十
二
里

一
百
一
十
歩
な
る
墓
野
山
（
は
か
の
や
ま
）
よ
り
出
で
て
南
に
流
れ
、

二
つ
の
水
合
ひ
、
東
に
流
れ
て
入
海
に
入
る
。

野
浪
川
（
の
な
み
が
わ
）。
源
は
郡
家
の
東
北
二
十
六
里
三
十
歩
な

る
糸
江
山
（
い
と
え
や
ま
）
よ
り
出
で
て
、
西
に
流
れ
て
大
海
（
お

お
う
み
）
に
入
る
。

加
賀
川
（
か
か
が
わ
）。
源
は
郡
家
の
西
北
二
十
四
里
一
百
六
十
歩

な
る
小
倉
山
（
お
ぐ
ら
や
ま
）
よ
り
出
で
て
、
北
に
流
れ
て
大
海
に

入
る
。

大
椅
川
（
お
お
は
し
が
わ
）。
源
は
郡
家
の
西
北
二
十
四
里

一
百
六
十
歩
な
る
小
倉
山
よ
り
出
で
て
、
北
に
流
れ
て
大
海
に
入

る
。

多
久
川
（
た
く
が
わ
）。
源
は
郡
家
の
西
北
二
十
四
里
な
る
小
倉
山

よ
り
出
で
、
西
に
流
れ
て
秋
鹿
郡
（
あ
い
か
の
こ
お
り
）
な
る
佐
太

水
海
（
さ
だ
の
み
ず
う
み
）
に
入
る
。
以
上
の
六
つ
の
川
は
、
並
び



に
魚
な
き
川
な
り
。

　５
０
．
島
根
郡　

陂
池

法
吉
陂（
ほ
ほ
き
の
つ
つ
み
）。
周
り
五
里
、深
さ
七
尺
ば
か
り
あ
り
。

鴛
鴦
（
お
し
）・
鳬
（
た
か
べ
）・
鴨
（
か
も
）・
鯉
（
こ
い
）・
鮒
（
ふ

な
）・
須
我
毛
（
す
が
も
）
あ
り
。
夏
節
に
当
り
て
尤
も
美
（
う
ま
）

き
菜
あ
り
。

前
原
坡
（
さ
き
は
ら
の
つ
つ
み
）。
周
り
二
百
八
十
歩
あ
り
。
鴛
鴦
・

鳬
・
鴨
等
の
類
あ
り
。

張
田
池
（
は
り
た
の
い
け
）。
周
り
一
里
三
十
歩
あ
り
。

匏
池（
ひ
さ
ご
い
け
）。
周
り
一
里
一
百
一
十
歩
あ
り
。
蒋（
ま
こ
も
）

生
へ
り
。

美
能
夜
池
（
み
の
や
の
い
け
）。
周
り
一
里
あ
り
。

口
池（
く
ち
い
け
）。
周
り
一
里
一
百
八
十
歩
あ
り
。
蒋
・
鴛
鴦
あ
り
。

敷
田
池
（
し
き
た
の
い
け
）。
周
り
一
里
あ
り
。
鴛
鴦
あ
り
。
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入
海
の
景
観

南
は
入
海
（
い
り
う
み
）
な
り
。
西
よ
り
東
に
行
く
。

朝
酌
促
戸
（
あ
さ
く
み
の
せ
と
）。
東
に
通
道
（
か
よ
い
じ
）
あ
り
、

西
に
は
平
原
（
は
ら
）
あ
り
、
中
央
（
ま
な
か
）
は
渡
（
わ
た
り
）

な
り
。
則
ち
筌
（
ひ
び
）
を
東
西
に
亘
す
。
春
秋
に
入
出
る
大
き
小

さ
き
雑
（
く
さ
ぐ
さ
）
の
魚
、
臨
時
（
と
き
）
と
し
て
筌
の
辺
（
ほ

と
り
）
に
来
湊
（
あ
つ
ま
）
り
て
、

騃
て
、
風
の
ご
と
く
圧
し
、

水
の
ご
と
く
衝
（
つ
）
き
、
あ
る
は
筌
を
破
壊
（
や
ぶ
）
り
、
あ
る

は
日
鹿
と
製
り
て
鳥
に
捕
ら
る
。
大
き
小
さ
き
雑
の
魚
、
浜
藻
（
は

ま
も
）
家
に
闐
（
み
）
ち
、
市
人
（
い
ち
び
と
）
四
（
よ
も
）
よ
り

集
ひ
、自
然
に
鄽
（
い
ち
く
ら
）
を
成
せ
り
。
こ
こ
よ
り
東
に
入
り
、

大
井
浜
（
お
お
い
は
ま
）
に
至
る
ま
で
の
間
の
南
北
二
つ
の
浜
は
並

び
に
白
魚
（
し
ら
お
）
を
捕
り
、
水
深
し
。

朝
酌
渡
（
あ
さ
く
み
の
わ
た
り
）。
広
さ
八
十
歩
許
り
あ
り
。
国
庁

よ
り
海
辺
に
通
ふ
道
な
り
。

大
井
浜
（
お
お
い
は
ま
）。
則
ち
海
鼠
（
こ
）、海
松
（
み
る
）
あ
り
。

ま
た
、
陶
器
（
す
え
の
も
の
）
を
造
れ
り
。

邑
美
冷
水
（
お
お
み
の
し
み
ず
）。
東
西
北
は
山
に
し
て
並
び
に
嵯

峨
（
さ
が
）
し
く
、
南
は
海
に
し
て
澶
漫
（
ひ
ろ
）
が
り
、
中
央
に

は
鹵
（
か
た
）
あ
り
、

（
い
づ
み
）
磷
々
（
き
よ
き
よ
）
し
。
男

も
女
も
、
老
い
た
る
も
少
き
も
、
時
々
に
叢
り
集
い
て
、
常
に
燕
会

（
う
た
げ
）
す
る
地
（
と
こ
ろ
）
な
り
。

前
原
埼（
さ
き
は
ら
の
さ
き
）。東
西
北
は
並
び
に

蓯（
さ
が
）し
く
、

下
に
は
則
ち
陂
（
つ
つ
み
）
あ
り
。
周
り
二
百
八
十
歩
、
深
さ
一
丈

五
尺
許
あ
り
。
三
つ
の
辺
（
ほ
と
り
）
に
は
草
木
自
ら
涯
（
き
し
）

に
生
ふ
。
鴛
鴦
（
お
し
）・
鳬
（
た
か
べ
）・
鴨
（
か
も
）、
随
時
（
よ

り
よ
り
）
の
常
（
ま
ま
）
に
住
め
り
。
陂
の
南
は
海
な
り
。
即
ち
陂

と
海
と
の
間
は
浜
に
し
て
、
東
西
の
長
さ
一
百
歩
、
南
北
の
広
さ
六

歩
あ
り
。
肆
松
蓊
鬱
（
ま
つ
つ
ら
な
り
し
げ
）
り
、
浜
鹵
淵
澄
（
な

ぎ
さ
ふ
か
く
す
）
め
り
。
男
女
時
に
随
り
て
叢
会
（
つ
ど
）
ひ
、
あ

る
は
愉
楽
（
た
の
し
）
み
て
帰
り
、
あ
る
は
耽
遊
（
え
ら
）
ぎ
て
帰

る
こ
と
を
忘
れ
、
常
に
燕
喜
（
う
た
げ
）
す
る
地
な
り
。

島
（
た
こ
し
ま
）。
周
り
一
十
八
里
一
百
歩
、
高
さ
三
丈
あ
り
。

古
老
の
伝
へ
に
云
へ
ら
く
、
出
雲
郡
（
い
ず
も
の
こ
お
り
）
の
杵
築



御
埼
（
き
づ
き
の
み
さ
き
）
に

島
あ
り
。
天
羽
々
鷲
（
あ
め
の

は
は
わ
し
）、掠
（
と
）
り
持
ち
飛
燕
（
と
び
）
来
て
、こ
の
島
に
止
（
と

ど
）
ま
り
き
。
故
、

島
と
云
ふ
。
今
の
人
、
な
ほ
誤
り
て
、
栲

島
（
た
く
し
ま
）
と
号
な
づ
く
る
の
み
。
土
地
豊
か
に
沃
（
こ
）
ゑ
、

西
の
辺
に
松
二
株
あ
り
。
以
外
は
茅
（
ち
）・
沙
（
く
ぐ
）・
薺
頭
蒿

（
う
わ
ぎ
）・
蕗
等
の
類
生
（
い
）
け
靡
（
な
び
）
け
り
。
即
ち
牧
あ
り
。

陸
を
去
る
こ
と
三
里
な
り
。

蜈
蚣
島
（
む
か
で
し
ま
）。
周
り
五
里
一
百
三
十
歩
、
高
さ
二
丈
あ

り
。
古
老
の
伝
へ
に
云
へ
ら
く
、

島
に
あ
り
し

（
た
こ
）、

蜈
蚣
を
食
ひ
来
て
、
こ
の
島
に
止
居
（
と
ま
）
り
き
。
故
、
蜈
蚣
島

と
云
ふ
。
東
の
辺
に
神
社
あ
り
。
こ
の
外
は
皆
悉
（
こ
と
ご
と
）
に

百
姓
（
お
お
み
た
か
ら
）
の
家
な
り
。
土
地
豊
か
に
沃
ゑ
、
草
木
扶

疏
（
し
げ
）
り
、
桑
麻
豊
富
な
り
。
こ
れ
則
ち
謂
は
ゆ
る
島
里
（
し

ま
の
さ
と
）
是
れ
な
り
。
津
を
去
る
こ
と
二
里
一
百
歩
な
り
。
即
ち

こ
の
島
よ
り
伯
耆
（
ほ
う
き
）
の
国
郡
の
内
の
夜
見
島
（
よ
み
じ
ま
）

に
達
（
い
た
）
る
ま
で
磐
石
（
い
わ
）
あ
り
。
二
里
ば
か
り
、
広
さ

六
十
歩
ば
か
り
。
馬
に
乗
り
て
も
な
ほ
往
来
ふ
。
塩
満
つ
る
時
は
、

深
さ
二
尺
五
寸
ば
か
り
、
塩
乾
（
ふ
）
る
時
は
、
已
に
陸
地
（
く
ぬ

か
）
の
如
し
。

和
多
々
島
（
わ
た
だ
し
ま
）。
周
り
三
里
二
百
二
十
歩
あ
り
。
椎
（
し

い
）・
海
石
榴
（
つ
ば
き
）・
白
桐
（
あ
お
ぎ
り
）・
松
（
ま
つ
）・
芋

菜
（
い
え
つ
い
も
）・
薺
頭
蒿
・
蕗
・
都
波
（
つ
わ
）・
猪
（
い
）・
鹿
（
し

か
）
あ
り
。
陸
を
去
る
こ
と
、
渡
り
一
十
歩
な
り
。
深
き
浅
き
を
知

ら
ず
。

美
佐
島
（
み
さ
し
ま
）。
周
り
二
百
六
十
歩
、
高
さ
四
丈
あ
り
。
椎
・

橿
（
か
し
）・
茅
・
葦
（
あ
し
）・
都
波
・
薺
頭
蒿
あ
り
。

戸
江
剗
と
え
の
せ
き
）。
郡
家
（
こ
お
り
の
み
や
け
）
の
正
東
（
ま

ひ
が
し
）
二
十
里
一
百
八
十
歩
な
り
。
島
に
あ
ら
ず
。
陸
地
の
浜
の

み
。
伯
耆
の
国
郡
の
内
な
る
夜
見
島
と
相
向
か
は
む
と
す
る
間
な

り
。

栗
江
埼
（
く
り
え
の
さ
き
）。
夜
見
島
に
相
向
ふ
促
戸
の
渡
は

二
百
一
十
六
歩
な
り
。
埼
の
西
は
、入
海
（
い
り
う
み
）
の
堺
な
り
。

凡
そ
南
の
入
海
に
あ
る
所
の
雑
の
物
は
、入
鹿
（
い
る
か
）・
和
爾
（
わ

に
）・
鯔
（
な
よ
し
）・
須
受
枳
（
す
ず
き
・
）
近
志
呂
（
こ
の
し
ろ
）・

鎮
仁
（
ち
に
）・
白
魚
（
し
ら
お
）・
海
鼠
（
こ
）・
鰝
鰕
（
え
び
）・

海
松
（
み
る
）
等
の
類
、
至
（
い
た
）
り
て
多
（
さ
わ
）
に
し
て
名

を
尽
く
す
べ
か
ら
ず
。
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北
海
の
景
観

北
は
大
海
（
お
お
う
み
）
に
し
て
、
埼
の
東
は
大
海
の
堺
な
り
。
な

ほ
西
よ
り
東
に
行
く
。

鯉
石
島
（
こ
い
し
じ
ま
）。
海
藻
（
め
）
生
へ
り
。

大
島
（
お
お
し
ま
）。
礒
（
い
そ
）
な
り
。

宇
由
比
浜（
う
ゆ
ひ
の
は
ま
）。
広
さ
八
十
歩
あ
り
。
志
毗
魚（
し
び
）

を
捕
る
。

塩
道
浜（
し
お
み
ち
の
は
ま
）。
広
さ
八
十
歩
あ
り
。
志
毗
魚
を
捕
る
。

澹
由
比
浜（
た
ゆ
ひ
の
は
ま
）。
広
さ
五
十
歩
あ
り
。
志
毗
魚
を
捕
る
。

加
努
夜
浜（
か
ぬ
や
の
は
ま
）。
広
さ
六
十
歩
あ
り
。
志
毗
魚
を
捕
る
。

美
保
浜（
み
ほ
の
は
ま
）。
広
さ
一
百
六
十
歩
あ
り
。
西
に
神
社
あ
り
。

北
に
百
姓
（
お
お
み
た
か
ら
）
の
家
あ
り
。
志
毗
魚
を
捕
る
。



美
保
埼
（
み
ほ
の
さ
き
）。
周
り
は
壁
峙
（
き
し
た
）
ち
て
、

さ

定
か
し
き
岳
な
り
。

等
々
島
（
と
ど
し
ま
）。
禺
々
（
と
ど
）
当
に
住
め
り
。

土
島
（
つ
ち
し
ま
）。
礒
な
り
。

久
毛
等
浦
（
く
も
と
の
う
ら
）。
広
さ
一
百
歩
あ
り
。
東
よ
り
西
に

行
く
。
十
の
船
泊
（
は
）
つ
べ
し
。

黒
島
（
く
ろ
し
ま
）。
海
藻
生
へ
り
。

這
田
浜
（
は
う
た
の
は
ま
）。
長
さ
二
百
歩
あ
り
。

比
佐
島
（
ひ
さ
し
ま
）。
紫
菜
（
む
ら
さ
き
の
り
）・
海
藻
生
へ
り
。

長
島
（
な
が
し
ま
）。
紫
菜
・
海
藻
生
へ
り
。

比
売
島
（
ひ
め
し
ま
）。
礒
な
り
。

結
島
門
島
（
ゆ
い
の
し
ま
と
の
し
ま
）。
周
り
二
里
三
十
歩
、
高
さ

一
十
丈
あ
り
。
松
（
ま
つ
）・
薺
頭
蒿
（
う
わ
ぎ
）・
都
波
（
つ
わ
）

あ
り
。

御
前
小
島
（
み
さ
き
の
こ
じ
ま
）。
磯
な
り
。

質
留
比
浦
（
し
ち
る
ひ
の
う
ら
）。
広
さ
二
百
二
十
歩
あ
り
。
南
に

神
社
あ
り
。
北
に
百
姓
の
家
あ
り
。
三
十
の
船
泊
つ
べ
し
。

久
宇
島（
く
う
じ
ま
）。
周
り
一
里
三
十
歩
、高
さ
七
丈
あ
り
。
椿（
つ

ば
き
）・
椎
（
し
い
）・
白
朮
（
お 

け
ら
）・
小
竹
（
し
の
）・
薺
頭
蒿
・

都
波
・
茅
（
ち
）
あ
り
。

加
多
比
島
（
か
た
ひ
し
ま
）。
礒
な
り
。

船
島
（
ふ
ね
し
ま
）。
礒
な
り
。

屋
島
（
や
し
ま
）。
周
り
二
百
歩
、
高
さ
二
十
丈
あ
り
。
椿
・
松
・

薺
頭
蒿
あ
り
。

赤
島
（
あ
か
し
ま
）。
海
藻
生
へ
り
。

宇
気
島
（
う
け
し
ま
）。
前
に
同
じ
。

黒
島
。
前
に
同
じ
。

粟
島
（
あ
わ
し
ま
）。
周
り
二
百
八
十
歩
、
高
さ
一
十
丈
あ
り
。
松
・

芋
・
茅
・
都
波
あ
り
。

玉
結
浜
（
た
ま
え
の
は
ま
）。
広
さ
一
百
八
十
歩
あ
り
。
碁
石
（
ご

い
し
）
あ
り
。
東
の
辺
に
唐
砥
（
か
ら
と
）
あ
り
。
ま
た
、
百
姓
の

家
あ
り
。

小
島
（
こ
し
ま
）。
周
り
二
百
四
十
歩
、高
さ
一
十
丈
あ
り
。
松
・
茅
・

薺
頭
蒿
・
都
波
あ
り
。

方
結
浜
（
か
た
え
の
は
ま
）。
広
さ
一
里
八
十
歩
あ
り
。
東
西
に
家

あ
り
。

勝
間
埼
（
か
つ
ま
の
さ
き
）。
二
つ
の
窟
あ
り
。
一
つ
の
高
さ
は
一

丈
五
尺
、
裏
の
周
一
十
八
歩
あ
り
。
一
つ
の
高
さ
は
一
丈
五
尺
、
裏

の
周
二
十
歩
あ
り
。

鳩
島（
は
と
し
ま
）。
周
り
一
百
二
十
歩
、高
さ
一
十
丈
あ
り
。
都
波
・

苡
（
お
お
ば
）
あ
り
。

鳥
島
（
と
り
し
ま
）。
周
り
八
十
二
歩
、
高
さ
一
十
五
丈
あ
り
。
鳥

の
栖
（
す
）
あ
り
。

黒
島
。
紫
菜
・
海
藻
生
へ
り
。

須
義
浜
（
す
げ
の
は
ま
）。
広
さ
二
百
八
十
歩
あ
り
。

衣
島
（
こ
ろ
も
し
ま
）。
周
り
一
百
二
十
歩
、
高
さ
五
丈
あ
り
。
中

を
鑿
（
う
が
）
ち
て
、
南
北
に
船
な
ほ
往
来
（
か
よ
）
へ
り
。

稲
上
浜
（
い
な
あ
げ
の
は
ま
）。
広
さ
一
百
六
十
二
歩
あ
り
。
百
姓

の
家
あ
り
。

稲
積
島
（
い
な
つ
み
し
ま
）。
周
り
四
十
八
歩
、
高
さ
六
丈
あ
り
。



松
の
木
、
鳥
の
栖
あ
り
。
中
を
鑿
ち
て
、
南
北
に
船
な
ほ
往
来
へ
り
。

大
島
。
礒
な
り
。

千
酌
浜
（
ち
く
み
の
は
ま
）。
広
さ
一
里
六
十
歩
あ
り
。
東
に
松
林
、

南
の
方
に
駅
家
（
う
ま
や
）、北
の
方
に
百
姓
の
家
あ
り
。
郡
家
（
こ

お
り
の
み
や
け
）
の
東
北
一
十
七
里
一
百
八
十
歩
な
り
。
こ
れ
は
謂

は
ゆ
る
隠
岐
国
に
度
る
津
こ
れ
な
り
。

加
志
島（
か
し
し
ま
）。
周
り
五
十
六
歩
、高
さ
三
丈
あ
り
。
松
あ
り
。

赤
島
。
周
り
一
百
歩
、
高
さ
一
丈
六
尺
あ
り
。
松
あ
り
。

葦
浦
浜
（
あ
し
う
ら
の
は
ま
）。
広
さ
一
百
二
十
歩
あ
り
。
百
姓
の

家
あ
り
。

黒
島
。
紫
菜
・
海
藻
生
へ
り
。

亀
島
（
か
め
し
ま
）。
前
に
同
じ
。

附
島
（
つ
き
し
ま
）。
周
り
二
里
一
十
八
歩
、
高
さ
一
丈
あ
り
。
椿
・

松
・
薺
頭
蒿
・
茅
・
葦
・
都
波
あ
り
。
そ
の
薺
頭
蒿
は
、
正
月
元
日

に
は
生
ひ
て
長
さ
六
寸
な
り
。

蘇
島
（
そ
し
ま
）。
紫
菜
・
海
藻
生
へ
り
。
中
を
鑿
ち
て
、
南
北
に

船
な
ほ
往
来
へ
り
。

真
屋
島（
ま
や
し
ま
）。
周
り
八
十
六
歩
、高
さ
五
丈
あ
り
。
松
あ
り
。

松
島
（
ま
つ
し
ま
）。
周
り
八
十
歩
、
高
さ
八
丈
あ
り
。
松
林
あ
り
。

立
石
島
（
た
て
い
し
じ
ま
）。
礒
な
り
。

瀬
埼（
せ
ざ
き
）。
礒
な
り
。
謂
は
ゆ
る
瀬
埼
戍（
せ
ざ
き
の
ま
も
り
）、

こ
れ
な
り
。

野
浪
浜
（
の
な
み
の
は
ま
）。
広
さ
二
百
八
歩
あ
り
。
東
の
辺
に
神

社
あ
り
。
ま
た
、
百
姓
の
家
あ
り
。

鶴
島（
つ
る
し
ま
）。
周
り
二
百
一
十
歩
、高
さ
九
丈
あ
り
。
松
あ
り
。

間
島
（
ま
し
ま
）。
海
藻
生
へ
り
。

毛
都
島
（
も
つ
し
ま
）。
紫
菜
・
海
藻
生
へ
り
。

川
来
門
大
浜
（
か
わ
く
ど
の
お
お
は
ま
）。
広
さ
一
里
一
百
歩
あ
り
。

百
姓
の
家
あ
り
。

黒
島
。
海
藻
生
へ
り
。

小
黒
島
（
お
ぐ
ろ
し
ま
）。
海
藻
生
へ
り
。

加
賀
神
埼
（
か
か
の
か
ん
ざ
き
）。
即
ち
窟
（
い
わ
や
）
あ
り
。
高

さ
一
十
丈
許
、
周
り
五
百
二
歩
許
あ
り
。
東
西
北
に
通
れ
り
。
謂
は

ゆ
る
佐
太
大
神
（
さ
だ
の
お
お
か
み
）
の
産
出
れ
ま
し
し
処
な
り
。

産
出
ま
さ
ん
と
せ
し
時
に
、
弓
箭
亡
（
う
）
せ
坐
（
ま
）
し
き
。
そ

の
時
、御
祖
（
み
お
や
）
神
魂
命
（
か
む
む
す
ひ
の
み
こ
と
）
の
御
子
、

枳
佐
加
比
売
命
（
き
さ
か
ひ
め
の
み
こ
と
）
願
（
ね
）
ぎ
た
ま
ひ
し

く
、「
吾
が
御
子
、
麻
須
羅
神
（
ま
す
ら
が
み
）
の
御
子
に
坐
さ
ば
、

亡
せ
た
る
弓
箭
出
で
来
。」
と
願
ぎ
ま
し
き
。
そ
の
時
、
角
（
つ
の
）

の
弓
箭
、
水
の
随
（
ま
に
ま
）
に
流
れ
出
で
き
。
そ
の
時
、
こ
れ
を

取
り
て
子
に
詔
（
の
）
り
た
ま
ひ
し
く
、「
こ
れ
は
非
（
あ
））
ら
ぬ

弓
箭
な
り
。」
と
詔
り
た
ま
ひ
て
、
擲
（
な
）
げ
廃
て
給
ひ
き
。
ま

た
、
金
（
く
が
ね
）
の
弓
箭
流
れ
出
で
来
つ
。
即
ち
待
ち
取
り
坐
し

て
、「
闇
鬱
（
く
ら
）
き
窟
な
る
か
も
。」
と
詔
り
た
ま
ひ
て
、
射
通

し
坐
し
き
。
即
ち
御
祖
支
佐
加
比
売
命
の
社
、
此
処
（
こ
こ
）
に
坐

す
。
今
の
人
、
こ
の
窟
の
辺
（
ほ
と
り
）
を
行
く
時
、
必
ず
声
磅
磕

（
と
ど
ろ
か
）
し
て
行
く
。
も
し
密
か
に
行
け
ば
、神
現
れ
て
、飄
（
つ

む
じ
）
風
起
り
、
行
く
船
は
必
ず
覆
る
な
り
。

御
島
（
み
し
ま
）。
周
り
二
百
八
十
歩
、
高
さ
一
十
丈
あ
り
。
中
は

東
西
に
通
れ
り
。
椿
・
松
・
栢
（
か
へ
）
あ
り
。



葛
島
（
か
ず
ら
し
ま
）。
周
り
一
里
一
百
一
十
歩
、
高
さ
五
丈
あ
り
。

椿
・
松
・
小
竹
・
茅
・
葦
あ
り
。

櫛
島
（
く
し
じ
ま
）。
周
り
二
百
四
十
歩
、
高
さ
一
十
丈
あ
り
。
松

林
あ
り
。

許
意
島
（
こ
お
し
ま
）。
周
り
八
十
歩
、
高
さ
一
十
丈
あ
り
。
松
林
・

茅
・
沢
あ
り
。

真
島（
ま
し
ま
）。
周
り
一
百
八
十
歩
、高
さ
一
十
丈
あ
り
。
松
あ
り
。

比
羅
島
（
ひ
ら
し
ま
）。
紫
菜
・
海
藻
生
へ
り
。

黒
島
。
前
に
同
じ
。

名
島
（
な
し
ま
）。
周
り
一
百
八
十
歩
、
高
さ
九
丈
あ
り
。
松
あ
り
。

赤
島
。
紫
菜
・
海
藻
生
へ
り
。

大
椅
浜
（
お
お
さ
き
の
は
ま
）。
広
さ
一
里
一
百
八
十
歩
あ
り
。
西

北
に
百
姓
の
家
あ
り
。

須
々
比
埼
（
す
す
ひ
の
さ
き
）。
白
朮
（
お 

け
ら
）
あ
り
。

御
津
浜
（
み
つ
の
は
ま
）。
広
さ
二
百
八
歩
あ
り
。
百
姓
の
家
あ
り
。

三
島
（
み
し
ま
）。
海
藻
生
へ
り
。

虫
津
浜
（
む
し
つ
の
は
ま
）。
広
さ
一
百
二
十
歩
あ
り
。

手
結
埼
（
た
え
の
さ
き
。
二
つ
の
檜
あ
り
。
浜
辺
に
窟
あ
り
。
高
さ

一
丈
、
裏
の
周
り
三
十
歩
あ
り
。

手
結
浦
（
た
え
の
う
ら
）。
広
さ
四
十
二
歩
あ
り
。
船
二
つ
許
（
ば

か
り
）
泊
つ
べ
し
。

久
宇
島
（
く
う
し
ま
）。
周
り
一
百
三
十
歩
、
高
さ
七
丈
あ
り
。
松

あ
り
。

凡
そ
、
北
の
海
に
捕
ら
ふ
る
所
の
雑
（
く
さ
ぐ
さ
）
の
物
は
、
志
毗
・

朝

（
ふ
ぐ
）・
沙
魚
（
さ
め
）・
烏
賊
（
い
か
）・

（
た
こ
）・

鮑
魚
（
あ
わ
び
）・
螺
（
さ
ざ
え
）・
蛤
貝
（
う
む
き
）
字
あ
る
い
は

菜
に
作
る
。・
蕀
甲
蠃
（
う
に
）
字
あ
る
い
は
石
経
子
に
作
る
。・
甲

蠃
（
か
せ
）・
蓼
螺
子
（
に
し
）
字
あ
る
い
は
螺
子
に
作
る
。・
螺
蠣

子
（
か
き
）・
石
華
（
せ
）
字
あ
る
は
蠣
・
犬
脚
に
作
る
。
あ
る
は

犬
曠
。
犬
脚
は
勢
な
り
。・
白
貝
（
お
う
）・
海
藻
・
海
松
・
紫
菜
・

凝
（
こ
る
は
）
海
菜
等
の
類
、
至
（
い
た
）
り
て
繁
（
さ
わ
）
に
し

て
称
を
尽
く
す
べ
か
ら
ず
。

５
３
．
島
根
郡
の
通
道

通
道
（
か
よ
い
じ
）。

意
宇
郡
（
お
う
の
こ
お
り
）
の
堺
な
る
朝
酌
渡
（
あ
さ
く
み
の
わ
た

り
）
に
通
ふ
は
、
一
十
一
里
二
百
二
十
歩
の
中
、
海
八
十
歩
な
り
。

秋
鹿
郡
（
あ
い
か
の
こ
お
り
）
の
堺
な
る
佐
太
橋
（
さ
だ
の
は
し
）

に
通
ふ
は
、
一
十
五
里
八
十
歩
な
り
。

隠
岐
渡（
お
き
の
わ
た
り
）、千
酌
駅
家（
ち
く
み
の
う
ま
や
）の
湊（
み

な
と
）
に
通
ふ
は
、
一
十
七
里
一
百
八
十
歩
な
り
。

５
４
．
島
根
郡
の
郡
司

郡
司
（
ぐ
ん
じ
）
主
帳
（
し
ゅ
ち
ょ
う
）
無
位
（
む
い
）
出
雲
臣
（
い

ず
も
の
お
み
）　
　
　

大
領
（
だ
い
り
ょ
う
）
外
正
六
位
下
社
部
臣
（
こ
そ
べ
の
お
み
）　

　少
領
（
し
ょ
う
り
ょ
う
）
外
従
六
位
上
神
掃
石
君
（
み
わ
の
は
き
し

の
き
み
）　
　
　

主
政
（
し
ゅ
せ
い
）
従
六
位
下
勲
十
二
等
蝮
朝
臣
（
た
じ
ひ
の
あ
そ



ん
）

５
５
．
秋
鹿
郡
の
郷
・
里
・
神
戸

秋
鹿
郡
（
あ
い
か
の
こ
お
り
）　

合
は
せ
て
郷
（
さ
と
）
四
、
里
（
こ
ざ
と
）
一
十
二
。
神
戸
（
か
ん

べ
）
一
。

恵
曇
郷
（
え
と
も
の
さ
と
）。
本
の
字
は
恵
伴
。

多
太
郷
（
た
だ
の
さ
と
）。
今
も
前
に
依
り
て
用
ゐ
る
。

大
野
郷
（
お
お
の
の
さ
と
）。
今
も
前
に
依
り
て
用
ゐ
る
。

伊
農
郷（
い
の
の
さ
と
）。
本
の
字
は
伊
努
。
以
上
四
、郷
別
に
里
三
。

神
戸
里
（
か
ん
べ
の
さ
と
）。

５
６
．
秋
鹿
郡
の
地
名
の
由
来

秋
鹿
（
あ
い
か
）
と
号
（
な
づ
）
く
る
所
以
（
ゆ
え
）
は
、郡
家
（
こ

お
り
の
み
や
け
）
の
正
北
（
ま
き
た
）
に
秋
鹿
日
女
命
（
あ
い
か
ひ

め
の
み
こ
と
）
坐
（
い
ま
）
す
。
故
（
か
れ
）、
秋
鹿
と
云
ふ
。

５
７
．
秋
鹿
郡　

恵
曇
郷
条

恵
曇
郷
（
え
と
も
の
さ
と
）。
郡
家
（
こ
お
り
の
み
や
け
）
の
東
北

九
里
四
十
歩
な
り
。
須
作
能
乎
命
（
す
さ
の
お
の
み
こ
と
）
の
御
子
、

磐
坂
日
子
命
（
い
わ
さ
か
ひ
こ
の
み
こ
と
）
国
巡
行
（
く
に
め
ぐ
り
）

し
坐
（
ま
）
し
し
時
、
此
処
（
こ
こ
）
に
至
り
坐
し
て
詔
（
の
）
り

た
ま
ひ
し
く
、「
此
処
は
国
稚
（
わ
か
）
く
美
好
（
う 

る
わ
） 

し
。

国
形
（
く
に
が
た
）
画
鞆
（
え
と
も
）
の
如
く
な
る
か
も
。
吾
が
宮

は
是
処
に
造
事
（
つ
く
）
り
ま
さ
む
と
詔
り
た
ま
ひ
き
。
故
（
か
れ
）、

恵
伴
と
云
ふ
。
神
亀
三
年
に
、
字
を
恵
曇
と
改
む
。
　

５
８
．
秋
鹿
郡　

多
太
郷
条

多
太
郷
（
た
だ
の
さ
と
）。
郡
家
（
こ
お
り
の
み
や
け
）
の
西
北
五

里
一
百
二
十
歩
な
り
。
須
作
能
乎
命
（
す
さ
の
お
の
み
こ
と
）
の
御

子
、
衝
桙
等
乎
而
留
比
古
命
（
つ
き
ほ
こ
と
お
し
る
ひ
こ
の
み
こ

と
）、国
（
く
に
）
巡
行
（
め
ぐ 

り
）
し
坐
（
ま
）
し
し
時
、此
処
（
こ
こ
）

に
至
り
坐
し
て
詔
（
の
）
り
た
ま
ひ
し
く
、「
吾
が
御
心
照
明
（
あ
か
）

く
正
真
（
た
だ
）
し
く
成
り
ま
し
ぬ
。
吾
は
此
処
に
静
ま
り
坐
さ
む
」

と
詔
り
た
ま
ひ
て
静
ま
り
坐
し
き
。
故
（
か
れ
）、
多
太
と
云
ふ
。

　５
９
．
秋
鹿
郡　

大
野
郷
条

大
野
郷
（
お
お
の
さ
と
）。
郡
家
（
こ
お
り
の
み
や
け
）
の
正
西
（
ま

に
し
）
一
十
里
二
十
歩
な
り
。
和
加
布
都
努
志
能
命
（
わ
か
ふ
つ
ぬ

し
の
み
こ
と
）、
御
狩
し
坐
（
ま
）
し
し
時
こ
の
郷
の
西
の
山
に
待

人
（
ま
ち
ひ
と
）
を
立
て
給
ひ
て
猪
犀
（
い
）
を
追
ひ
て
、
北
の
方

に
上
り
た
ま
ふ
に
、
阿
内
（
く
ま
う
ち
）
の
谷
に
至
り
て
、
そ
の
猪

（
い
）
の
跡
亡
失
（
う
）
せ
き
。
そ
の
時
詔
（
の
）
り
た
ま
ひ
し
く
、「
自

然
（
お
の
ず
か
ら
）
な
る
か
も
、
猪
の
跡
亡
失
せ
ぬ
」
と
詔
り
た
ま

ひ
き
。
故
（
か
れ
）、
内
野
（
う
ち
の
）
と
云
ふ
。
然
る
に
今
の
人
、

な
ほ
誤
り
て
大
野
と
号
（
な
づ
）
く
る
の
み
。

６
０
．
秋
鹿
郡　

伊
農
郷
条

伊
農
郷
（
い
の
の
さ
と
）。
郡
家
（
こ
お
り
の
み
や
け
）
の
正
西
（
ま

に
し
）
一
十
四
里
二
百
歩
な
り
。
出
雲
郡
（
い
ず
も
の
こ
お
り
）
の



伊
農
郷
に
坐
（
ま
）
し
し
、
赤
衾
伊
農
意
保
須
美
比
古
佐
和
気
能
命

（
あ
か
ふ
す
ま
い
の
お
お
す
み
ひ
こ
さ
わ
け
の
み
こ
と
）
の
后
（
き

さ
き
）、
天
𤭖
津
日
女
命
（
あ
め
み
か
つ
ひ
め
の
み
こ
と
）、
国
巡
行

（
く
に
め
ぐ
り
）
し
坐
し
し
時
、
此
処
（
こ
こ
）
に
至
り
坐
し
て
詔

（
の
）
り
た
ま
ひ
し
く
、「
伊
農
は
や
」
と
詔
り
た
ま
ひ
き
。
故
（
か

れ
）、
伊
努
と
云
ふ
。
神
亀
三
年
に
、
字
を
伊
農
と
改
む
。
　

６
１
．
秋
鹿
郡　

神
戸
里
条

神
戸
里（
か
ん
べ
の
さ
と
）。
出
雲
な
り
。
名
を
説
く
こ
と
意
宇
郡（
お

う
の
こ
お
り
）
の
如
し
。
　

６
２
．
秋
鹿
郡　

神
社

佐
太
御
子
（
さ
だ
の
み
こ
）
社
　
比
多
（
ひ
た
）
社
　

御
井
（
み
い
）
社
　
垂
水
（
た
る
み
）
社
　
恵
杼
毛
（
え
と
も
）
社

許
曽
志
（
こ
そ
し
）
社
　
大
野
津
（
お
お
の
の
つ
）
社
　

宇
多
貴
（
う
た
き
）
社
　
大
井
（
お
お
い
）
社
　
宇
智
（
う
ち
）
社

　
以
上
十
一
所
並
在
神
祇
官
。

恵
曇
海
辺
（
え
と
も
の
う
み
へ
）
社
　

同
海
辺
（
お
な
じ
き
う
み
へ
）
社
　
奴
多
之
（
ぬ
た
し
）
社

那
牟
（
な
む
）
社
　
多
太
（
た
だ
）
社
　

同
多
太
（
お
な
じ
き
た
だ
）
社
　
出
島
（
い
で
し
ま
）
社

阿
之
牟
（
あ
し
む
）
社
　
田
仲
（
た
な
か
）
社
　

彌
多
仁
（
み
た
に
）
社
　
細
見
（
ほ
そ
み
）
社
　
下
（
し
も
）
社
　

伊
努
（
い
の
）
社
　
毛
之
（
も
し
）
社
　
草
野
（
く
さ
の
）
社
　

秋
鹿
（
あ
い
か
）
社
　

以
上
一
十
六
所
並
不
在
神
祇
官
。

６
３
．
秋
鹿
郡　

山
野

神
名
火
山
（
か
ん
な
び
や
ま
）。
郡
家
（
こ
お
り
の
み
や
け
）
の
東

北
九
里
四
十
歩
な
り
。
高
さ
二
百
三
十
丈
、
周
り
一
十
四
里
あ
り
。

謂
は
ゆ
る
佐
太
大
神
（
さ
だ
の
お
お
か
み
）
の
社
は
、
即
ち
彼
の
山

の
下
な
り
。

足
日
山
（
た
る
ひ
や
ま
）。
郡
家
の
正
北
（
ま
き
た
）
七
里
な
り
。

高
さ
一
百
七
十
丈
、
周
り
一
十
里
二
百
歩
あ
り
。

女
心
高
野
（
め
ご
こ
ろ
た
か
ぬ
）。
郡
家
の
正
西
（
ま
に
し
）
一
十

里
二
十
歩
な
り
。
高
さ
一
百
八
十
丈
、
周
り
六
里
あ
り
。
土
体
（
つ

ち
）
豊
に
沃
（
こ
）
ゑ
て
、
百
姓
（
お
お
み
た
か
ら
）
の
膏
腴
（
う 

る
お
）
ひ
の
園
な
り
。
樹
林
（
は
や
し
）
な
し
。
但
、
上
頭
（
い
た

だ
き
）
に
樹
林
あ
り
。
こ
れ
則
ち
神
の
社
な
り
。

都
勢
野
（
つ
せ
ぬ
）。
郡
家
の
正
西
一
十
里
二
十
歩
な
り
。
高
さ

一
百
一
十
丈
、
周
り
五
里
あ
り
。
樹
林
な
し
。
嶺
の
中
に
沢
あ
り
。

周
り
五
十
歩
あ
り
。
四
（
よ
も
）
の
涯
（
き
し
）
に
、
藤
（
ふ
じ
）・

荻
（
お
ぎ
）・
芦
（
あ
し
）・
茅
（
ち
）
等
の
物
、
叢
（
む
ら
が
）
り

生
（
な
）
り
、
あ
る
は
叢
り
峙
（
た
）
ち
、
あ
る
は
水
に
伏
せ
り
。

鴛
鴦
（
お
し
）
住
め
り
。

今
山（
い
ま
や
ま
）。
郡
家
の
正
西
一
十
里
二
十
歩
、周
り
七
里
あ
り
。

凡
そ
、
諸
の
山
野
に
あ
る
所
の
草
木
は
、
白
朮
（
お
け
ら
）・
独
活

（
つ
ち
た
ら
）・
女
青
（
か
わ
ね
ぐ
さ
）・
苦
参
（
く
ら
ら
）・
貝
母
（
は

は
く
り
）・
牡
丹
（
ふ
か
み
ぐ
さ
）・
連
翹
（
い
た
ち
ぐ
さ
）・
茯
苓

（
ま
つ
ほ
ど
）・
藍
漆
（
や
ま
あ
さ
）・
女
委
（
え
み
く
さ
）・
細
辛
（
み



ら
の
ね
ぐ
さ
）・
蜀
椒
（
な
る
は
じ
か
み
）・
署
預
（
や
ま
つ
い
も
）・

白
歛
（
や
ま
か
が
み
）・
芍
薬
（
え
び
す
く
す
り
）・
百
部
根
（
ほ 

と
づ
ら
）・
薇
蕨
（
わ 

ら
び
）・
薺 

頭
蒿
（
う
わ
ぎ
）・ 

藤
・
李
（
す

も
も
）・
赤
桐
（
あ
か
ぎ
り
）・
白
桐
（
あ
お
ぎ
り
）・
椎
（
し
い
）・

椿
（
つ
ば
き
）・
楠
（
く
す
の
き
）・
松
（
ま
つ
）・
栢
（
か
え
）・
槻

（
つ
き
）。

禽
獣
に
は
則
ち
、
鵰
（
わ
し
）・
晨
風
（
は
や
ぶ
さ
）・
山
鶏
（
や
ま

ど
り
）・
鳩
（
は
と
）・
雉
（
き
ざ
し
）・
猪
（
い
）・
鹿
（
し
か
）・

兎
（
う
さ
ぎ
）・
飛

（
む
さ
さ
び
）・
狐
（
き
つ
ね
）・
獼
猴
（
さ
る
）

あ
り
。

　６
４
．
秋
鹿
郡　

河
川

佐
太
河
（
さ
だ
か
わ
）。
源
は
二
つ
あ
り
。
東
の
水
源
（
み
な
も
と
）

は
、
島
根
郡
（
し
ま
ね
の
こ
お
り
）
の
い
は
ゆ
る
多
久
川
（
た
く
か

わ
）
こ
れ
な
り
。
西
の
水
源
は
秋
鹿
郡
（
あ
い
か
の
こ
お
り
）
の
渡

村
（
わ
た
り
の
む
ら
）
よ
り
出
づ
。
二
つ
の
水
合
ひ
て
、
南
に
流
れ

て
佐
太
水
海
（
さ
だ
の
み
ず
う
み
）
に
入
る
。
即
ち
水
海
の
周
り
七

里
あ
り
。
鮒
（
ふ
な
）
あ
り
。
水
海
は
入
海
（
い
り
う
み
）
に
通
ひ
、

潮
（
み
な
と
）
の
長
さ
一
百
五
十
歩
、
広
さ
一
十
歩
あ
り
。

山
田
川
（
や
ま
だ
が
わ
）。
源
は
郡
家
（
こ
お
り
の
み
や
け
）
の
東

北
九
里
四
十
歩
な
る
神
名
火
山
よ
り
出
で
、
南
に
流
れ
て
入
海
に
入

る
。

秋
鹿
川
。
源
は
郡
家
の
西
北
七
里
な
る
湯
火
山
（
ゆ
ひ
や
ま
）
よ
り

出
で
、
南
に
流
れ
て
入
海
に
入
る
。

多
太
川
（
た
だ
か
わ
）。
源
は
郡
家
の
正
西
（
ま
に
し
）
一
十
里
な

る
女
心
高
野
（
め
ご
こ
ろ
た
か
ぬ
）
よ
り
出
で
、
南
に
流
れ
て
入
海

に
入
る
。

大
野
川
（
お
お
の
が
わ
）。
源
は
郡
家
の
正
西
一
十
三
里
な
る
磐
門

山
（
い
わ
と
や
ま
）
よ
り
出
で
、
南
に
流
れ
て
入
海
に
入
る
。

草
野
川
（
く
さ
の
が
わ
）。
源
は
郡
家
の
正
西
一
十
四
里
な
る
大
継

山
（
お
お
つ
ぎ
や
ま
）
よ
り
出
で
、
南
に
流
れ
て
入
海
に
入
る
。

伊
農
川（
い
の
か
わ
）。源
は
郡
家
の
正
西
一
十
六
里
な
る
伊
農
山（
い

の
や
ま
）
よ
り
出
で
、
南
に
流
れ
て
入
海
に
入
る
。
以
上
七
つ
の
川

は
、
並
び
に
魚
な
し
。

６
５
．
秋
鹿
郡　

陂
池

恵
曇
陂
（
え
と
も
の
つ
つ
み
）。
本
の
字
は
恵
伴
な
る
を
恵
曇
の
字

に
改
め
て
奏
す
。
周
り
六
里
あ
り
。
鴛
鴦
（
お
し
）・
鳬
（
た
か
べ
）・

鴨
（
か
も
）・
鮒
（
ふ
な
）
あ
り
。
四
辺
（
め
ぐ
り
）
に
葦
（
あ
し
）・

蒋
（
こ
も
）・
菅
（
す
げ
）
生
へ
り
。
養
老
元
年
よ
り
以
往
（
さ
き
）

に
は
、
荷
（
は
ち
す
）
自
然
に
叢
生
ふ
る
こ
と
太
（
は
な
は
だ
）
多

（
さ
わ
）
な
り
し
も
、二
年
よ
り
以
降
（
こ
の
か
た
）、自
然
に
失
せ
き
。

す
べ
て
茎
な
し
。
俗
人
（
く
に
ひ
と
）
の
云
へ
ら
く
、
そ
の
底
に
陶 

器
（
す
え
）・
𤭖
（
み
か
）・

（
も
た
い
）
等
の
類
多
（
さ
わ
）
に

あ
り
。
古
（
い
に
し
え
）
よ
り
時
々
に
人
溺
れ
死
ぬ
。
深
き
浅
き
を

知
ら
ず
。

深
田
池
（
ふ
か
だ
の
い
け
）。
周
り
二
百
三
十
歩
あ
り
。
鴛
鴦
・
鳧
・

鴨
あ
り
。

杜
原
池
（
も
り
は
ら
の
い
け
）。
周
り
一
里
二
百
歩
あ
り
。

峰
峙
池
（
は
ち
み
ね
の
い
け
）。
周
り
一
里
あ
り
。



佐
久
羅
池（
さ
く
ら
の
い
け
）。
周
り
一
里
一
百
歩
あ
り
。
鴛
鴦
あ
り
。

　６
６
．
秋
鹿
郡　

入
海
の
景
観

南
は
入
海
（
い
り
う
み
）
に
し
て
、
春
に
は
則
ち
鯔
魚
（
な
よ
）・

須
受
枳
（
す
ず
き
）・
鎮
仁
（
ち
に
）・
鰝
鰕
（
え
び
）
等
の
大
き
小

さ
き
雑
（
く
さ
ぐ
さ
）
の
魚
あ
り
。
秋
に
は
則
ち
白
鵠
（
く
ぐ
い
）・

鴻
鴈
（
か
り
）・
鳧
（
た
か
べ
）・
鴨
（
か
も
）
等
の
鳥
あ
り
。

　６
７
．
秋
鹿
郡　

北
海
の
景
観

北
は
大
海
（
お
お
う
み
）
な
り
。

恵
曇
浜
（
え
と
も
の
は
ま
）。
広
さ
二
里
一
百
八
十
歩
あ
り
。
東
、

南
は
並
び
に
家
あ
り
。
西
は
野
、
北
は
大
海
な
り
。
即
ち
浦
よ
り
在

家
（
い
え
い
え
）
に
至
る
ま
で
の
間
、
四
方
（
よ
も
）
並
び
に
石
木

な
く
、
白
沙
（
し
ろ
い
さ
ご
）
の
積
れ
る
が
ご
と
し
。
大
風
の
吹
く

時
は
、そ
の
沙
、あ
る
は
風
の
随
（
ま
に
ま
）
に
雪
の
ご
と
く
零
（
ふ
）

り
、あ
る
は
居
な
が
ら
流
れ
、蟻
の
ご
と
く
散
り
て
、桑
麻
を
掩
覆（
お

お
）
ふ
。
即
ち
彫
り
鑿
（
う
が
）
て
る
磐
壁
（
い
わ
か
べ
）
二
所
あ

り
。
一
所
は
厚
さ
三
丈
、
広
さ
一
丈
、
高
さ
八
尺
あ
り
。
一
所
は
厚

さ
二
丈
二
尺
、
広
さ
一
丈
、
高
さ
八
尺
あ
り
。
そ
の
中
を
通
れ
る
川
、

北
に
流
れ
て
大
海
に
入
る
。
川
の
東
は
島
根
郡（
し
ま
ね
の
こ
お
り
）

な
り
。
西
は
秋
鹿
郡
（
あ
い
か
の
こ
お
り
）
の
内
な
り
。
川
の
口
よ

り
南
の
方
、
田
の
辺
に
至
る
ま
で
の
間
、
長
さ
一
百
八
十
歩
、
広
さ

一
丈
五
尺
あ
り
。
源
は
田
の
水
な
り
。
上
の
文
に
謂
は
ゆ
る
佐
太
川

（
さ
だ
が
わ
）
の
西
の
源
は
、
こ
の
同
じ
き
処
な
り
。
凡
そ
、
渡
村

（
わ
た
り
の
む
ら
）
の
田
の
水
は
、
南
と
北
と
に
別
る
る
な
り
。
古

老
の
伝
に
云
へ
ら
く
、
島
根
郡
の
大
領
（
だ
い
り
ょ
う
）、
社
部
臣

訓
麻
呂
（
こ
そ
べ
の
お
み
く
に
ま
ろ
）
が
祖
（
お
や
）、波
蘇
（
は
そ
）

等
（
ら
）、
稲
田
の
澇
（
こ
み
）
に
依
り
て
彫
（
え
）
り
掘
り
た
る

所
な
り
。
浦
の
西
の
礒
（
い
そ
）
よ
り
起
り
て
、
楯
縫
郡
（
た
て
ぬ

い
の
こ
お
り
）
の
堺
な
る
自
毛
埼
（
し
も
の
さ
き
）
に
尽
い
た
る
間

の
浜
は
壁
（
き
し
）
峙
（
た
）
ち
て
崔
嵬
（
さ
が
）
し
く
、
風
静
か

な
り
と
雖
も
、
往
来
の
船
、
停
泊
（
は
）
つ
る
頭
（
ほ
と
り
）
な
し
。

白
島
（
し
ろ
し
ま
）。
紫
苔
菜
（
む
ら
さ
き
の
り
）
生
へ
り
。

御
島
（
み
し
ま
）。
高
さ
六
丈
、
周
り
八
十
歩
な
り
。
松
三
株
あ
り
。

都
於
島
（
つ
お
じ
ま
）。
礒
な
り
。

著
穂
島
（
つ
き
ほ
じ
ま
）。
海
藻
（
め
）
生
へ
り
。

凡
そ
、北
の
海
に
あ
る
所
の
雑
の
物
は
、
（
ふ
ぐ
）・
沙
魚
（
さ
め
）・

佐
波
（
さ
ば
）・
烏
賊
（
い
か
）・
鮑
魚
（
あ
わ
び
）・
螺
（
さ
ざ
え
）・

貽
貝
（
い
が
い
）・
蚌
（
う
む
ぎ
）・
甲
贏
（
か
せ
）・
螺
子
（
に
し
）・

石
華
（
せ
）・
蠣
子
（
か
き
）・
海
藻
・
海
松
（
み
る
）・
紫
菜
（
む

ら
さ
き
の
り
）・
凝
海
菜
（
こ
る
も
は
）
な
り
。

　６
８
．
秋
鹿
郡　

通
道

通
道
（
か
よ
い
じ
）。

島
根
郡
（
し
ま
ね
の
こ
お
り
）
の
堺
な
る
佐
太
橋
（
さ
だ
の
は
し
）

に
通
ふ
は
、
八
里
二
百
歩
な
り
。
楯
縫
郡
（
た
て
ぬ
い
の
こ
お
り
）

の
堺
な
る
伊
農
橋
（
い
の
の
は
し
）
に
通
ふ
は
、
一
十
五
里
一
百
歩

な
り
。

　



６
９
．
秋
鹿
郡
の
郡
司

郡
司
（
ぐ
ん
じ
）
主
帳
（
し
ゅ
ち
ょ
う
）
外
従
八
位
下
勲
十
二
等
日

下
部
臣
（
く
さ
か
べ
の
お
み
）　

大
領
（
だ
い
り
ょ
う
）
外
正
八
位
下
勲
十
二
等
刑
部
臣
（
お
さ
か
べ

の
お
み
）　

権
任
少
領
（
ご
ん
に
ん
し
ょ
う
り
ょ
う
）
従
八
位
下
蝮
部
臣
（
た
じ

ひ
べ
の
お
み
）

巻
末

７
０
．
道
度

国
の
東
の
堺
よ
り
、
西
に
去
る
こ
と
二
十
里
二
百
八
十
歩
に
し
て
、

野
城
橋
（
の
ぎ
の
は
し
）
に
至
る
。
長
さ
三
十
丈
七
尺
、
広
さ
二

丈
六
尺
あ
り
。
飯
梨
河
（
い
い
な
し
が
わ
）
な
り
。
ま
た
、
西
へ

二
十
一
里
に
し
て
国
庁
、
意
宇
郡
家
（
お
う
の
こ
お
り
の
み
や
け
）

の
北
な
る
十
字
街
（
ち
ま
た
）
に
至
り
、
即
ち
分
れ
て
二
つ
の
道

と
な
る
。
一
つ
は
正
西
道
（
ま
に
し
み
ち
）、
一
つ
は
、
北
に
枉

（
ま
が
）
れ
る
道
な
り
。
北
に
枉
れ
る
道
は
、
北
に
去
る
こ
と
四
里

二
百
六
十
六
歩
に
し
て
、
郡
の
北
の
堺
な
る
朝
酌
渡
（
あ
さ
く
み
の

わ
た
り
）
に
至
る
。
渡
り
八
十
歩
。
渡
船
一
つ
あ
り
。
ま
た
、
北
へ

一
十
里
一
百
四
十
歩
に
し
て
、
島
根
（
し
ま
ね
）
郡
家
に
至
る
。
郡

家
よ
り
北
に
去
る
こ
と
一
十
七
里
一
百
八
十
歩
に
し
て
、隠
岐
渡（
お

き
の
わ
た
り
）、
千
酌
駅
家
（
ち
く
み
の
う
ま
や
）
の
浜
に
至
る
。

渡
船
あ
り
。
ま
た
、
郡
家
よ
り
西
へ
一
十
五
里
八
十
歩
に
し
て
、
郡

の
西
の
堺
な
る
佐
太
橋
（
さ
だ
の
は
し
）
に
至
る
。
長
さ
三
丈
、
広

さ
一
丈
あ
り
。
佐
太
川
（
さ
だ
が
わ
）
な
り
。
ま
た
、
西
へ
八
里

三
百
歩
に
し
て
、
秋
鹿
（
あ
い
か
）
郡
家
に
至
来
る
。
ま
た
、
郡
家

よ
り
西
へ
一
十
五
里
一
百
歩
に
し
て
、郡
の
西
の
堺
に
至
る
。
ま
た
、

西
へ
八
里
二
百
六
十
四
歩
に
し
て
、
楯
縫
（
た
て
ぬ
い
）
郡
家
に
至

る
。
ま
た
、
郡
家
よ
り
西
に
七
里
一
百
六
十
歩
に
し
て
、
郡
の
西
の

堺
に
至
る
。
ま
た
、
西
へ
一
十
里
二
百
二
十
歩
に
し
て
、
出
雲
（
い

ず
も
）
郡
家
の
東
の
辺
、
即
ち
正
西
道
に
入
る
な
り
。
惣
（
す
）
べ

て
北
に
枉
れ
る
道
の
程
、九
十
九
里
一
百
一
十
歩
の
中
、隠
岐
道
（
お

き
へ
の
み
ち
）
は
一
十
七
里
一
百
八
十
歩
な
り
。
正
西
道
は
、
十
字

街
よ
り
西
へ
一
十
二
里
に
し
て
、
野
代
橋
（
の
し
ろ
の
は
し
）
に
至

る
。
長
さ
六
丈
、
広
さ
一
丈
五
尺
あ
り
。
ま
た
、
西
へ
七
里
に
し
て
、

玉
作
街
（
た
ま
つ
く
り
の
ち
ま
た
）
に
至
り
、
即
ち
分
か
れ
て
二
つ

の
道
と
な
る
。
一
つ
は
正
西
道
、
一
つ
は
南
に
枉
れ
る
道
な
り
。
南

に
枉
れ
る
道
は
、
一
十
四
里
二
百
一
十
歩
に
し
て
、
郡
の
南
西
の
堺

に
至
る
。
ま
た
、
南
へ
二
十
三
里
八
十
五
歩
に
し
て
、
大
原
（
お
お

は
ら
）
郡
家
に
至
り
、
即
ち
分
か
れ
て
二
つ
の
道
と
な
る
。
一
つ
は

南
西
道
（
み
な
み
に
し
み
ち
）、
一
つ
は
東
南
道
（
ひ
が
し
み
な
み

み
ち
）
な
り
。
南
西
道
は
、
五
十
七
歩
に
し
て
、
斐
伊
河
（
ひ
い
か

わ
）
に
至
る
。
渡
り
二
十
五
歩
、
渡
船
一
つ
あ
り
。
ま
た
、
南
西
へ

二
十
九
里
一
百
八
十
歩
に
し
て
、
飯
石
（
い
い
し
）
郡
家
に
至
る
。

ま
た
、
郡
家
よ
り
南
へ
八
十
里
に
し
て
、
国
の
南
西
の
堺
に
至
る
。

備
後
国
の
三
次
（
み
よ
し
）
郡
に
通
へ
り
。
惣
べ
て
国
を
去
る
程
、

一
百
六
十
六
里
二
百
五
十
七
歩
な
り
。
東
南
道
は
、
郡
家
よ
り
去
る

こ
と
二
十
三
里
一
百
八
十
二
歩
に
し
て
、
郡
の
東
南
の
堺
に
至
る
。

ま
た
、
東
南
へ
一
十
六
里
二
百
四
十
六
歩
に
し
て
、
仁
多
郡
（
に
た



ぐ
ん
）
比
々
理
村
（
ひ
ひ
り
む
ら
）
に
至
り
、
分
か
れ
て
二
つ
の
道

と
な
る
。一
つ
の
道
は
、東
へ
八
里
一
百
二
十
一
歩
に
し
て
、仁
多（
に

た
）
郡
家
に
至
る
。
一
つ
の
道
は
、
南
へ
三
十
八
里
一
百
二
十
一
歩

な
り
。
正
西
道
は
、
玉
作
街
よ
り
西
へ
九
里
に
し
て
、
来
待
橋
（
き

ま
ち
の
は
し
）
に
至
る
。
長
さ
八
丈
、
広
さ
一
丈
三
尺
あ
り
。
ま

た
、
西
へ
二
十
三
里
三
十
四
歩
に
し
て
、
郡
の
西
の
堺
な
る
出
雲
河

（
い
ず
も
が
わ
）
に
至
る
。
渡
り
五
十
歩
、
渡
船
一
つ
あ
り
。
ま
た
、

郡
家
よ
り
西
へ
二
里
六
十
歩
に
し
て
、
郡
の
西
の
堺
な
る
出
雲
河
に

至
る
。
渡
り
五
十
歩
、
渡
船
一
つ
あ
り
。
ま
た
、
西
へ
七
里
二
十
五

歩
に
し
て
、
神
門
（
か
ん
ど
）
郡
家
に
至
る
。
即
ち
河
有
り
。
渡
り

二
十
五
歩
、
渡
船
一
つ
あ
り
。
郡
家
よ
り
西
へ
三
十
三
里
に
し
て
、

国
の
西
の
堺
に
至
る
。
石
見
国
の
安
農
郡
に
通
へ
り
。
惣
べ
て
国
を

去
る
程
、
一
百
六
里
二
百
あ
ま
り
四
十
四
歩
な
り
。

　７
１
．
駅
路

東
の
堺
よ
り
西
に
去
く
こ
と
二
十
里
一
百
八
十
歩
に
し
て
、
野
城
駅

（
の
ぎ
の
う
ま
や
）
に
至
る
。
ま
た
、
西
へ
二
十
一
里
に
し
て
、
黒

田
駅
（
く
ろ
だ
の
う
ま
や
）
に
至
り
、
即
ち
分
か
れ
て
二
つ
の
道
と

な
る
。
一
は
正
西
道
（
ま
に
し
み
ち
）、
一
つ
は
隠
岐
国
に
渡
る
道

な
り
。
隠
岐
道
（
お
き
へ
の
み
ち
）
は
、
北
に
去
る
こ
と
三
十
四
里

一
百
四
十
歩
に
し
て
、
隠
岐
渡
（
お
き
の
わ
た
り
）、
千
酌
駅
（
ち

く
み
の
う
ま
や
）
に
至
る
。
ま
た
、
正
西
道
は
三
十
八
里
に
し
て
、

宍
道
駅
（
し
し
じ
の
う
ま
や
）
に
至
る
。
ま
た
、
西
へ
二
十
六
里

二
百
二
十
九
歩
に
し
て
、
狭
結
駅
（
さ
ゆ
う
の
う
ま
や
）
に
至
る
。

ま
た
、
西
へ
一
十
九
里
に
し
て
、
多
伎
駅
（
た
ぎ
の
う
ま
や
）
に
至

る
。
ま
た
、
西
へ
一
十
四
里
に
し
て
、
国
の
西
の
堺
に
至
る
。

７
２
．
軍
団

意
宇
軍
団
（
お
う
の
ぐ
ん
だ
ん
）。
即
ち
郡
家
に
属
つ
け
り
。

７
３
．
烽

布
自
枳
美
烽
（
ふ
じ
き
み
の
と
ぶ
ひ
）。
島
根
郡
家
正
南
七
里
一
十
歩
。

暑
垣
烽
（
あ
つ
が
き
の
と
ぶ
ひ
）。
意
宇
郡
家
正
東
廿
里
八
十
歩
。

７
４
．
戍

瀬
埼
戍
（
せ
ざ
き
の
ま
も
り
）。
島
根
郡
家
東
北
一
十
九
里
一
百
八
十

歩
。

　７
５
．
編
纂
責
任
者

天
平
五
年
二
月
卅
日
勘
造
。
秋
鹿
郡
人
、
神
宅
臣
金
太
理
（
み
や
け
の

お
み
か
な
た
り
）

国
造
帯
意
宇
郡
大
領
外
正
六
位
上
勲
十
二
等
出
雲
臣
広
島
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